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プロローグ あなたの愛など必要ありません








　携帯電話のチャットアプリに、たった一行────

『地下の駐車場に到着。あと十分で帰宅する』

　簡素で用件だけの内容に、桜さくら子こは目を眇めた。

　今度こそ、今日こそ、彼にこの紙を突きつけてやる。そうなんども心で呟く。

　実行できずにズルズルと日にちを重ねてしまったが、今回ばかりは違う。

　テーブルの上に置かれた緑の紙を目にしたら、彼はどんな顔をするだろうか？

　それを考えたら、胸中にさまざまな感情が渦を巻く。

　桜子の心を占めるのは、決意と諦念。そして奥底に少しだけ残されている淡い期待。

　驚く彼の顔を目にして溜飲が下がることなどないだろうが、それでも彼に紙を突きつけたかった。

　タワーマンションの部屋は最高級品質の家具で整えられているが、まるでモデルルームのように無機質だ。

　静寂がいやで意味なく流しているテレビから、経済ニュースが流れてくる。

　桜子は携帯電話をリビングのローテーブルに置くと、ソファに座ってニュースの内容に聞き耳を立てた。

『本日、米国最王手ホテルチェーンの買収を成功させた、金融業界の風雲児、小山内おさない悠ゆう司じ社長が無事帰国しました』

『小山内社長は、京きょう極ごく財閥の支援により設立した、日本を代表する投資会社の社長。ここ数年の活躍はめざましいものがありますね。帰国のようすをＶＴＲでどうぞ』

　どうやら空港でマスコミに捕まったらしい。

　すでに彼はマンションの地下駐車場に到着したと桜子にチャットを送っているので、これは編集されたニュースである。

　悠司はまったく疲れたようすを見せることなく、しっかりとした足取りでオートスロープを歩いている。

　大勢の記者が、マイクを向けながら一生懸命彼を追っていた。

　悠司は高級な素材を使用した、オーダーメイドのスーツを着用していた。

　筋肉質な身体を包み込むそのスーツは彼にとても似合っており、ひときわ存在を大きく見せる。

　精力的な男だが瞼を伏せると、モニター越しでも疲労感が見て取れた。

『噂では買収にかかった費用は、約一兆円といわれていますが真実ですか？』

『今回のＭ＆Ａは、本格的な海外進出の足がかりとなりますか？』

　フラッシュがチカチカと眩しくて、桜子は顔を背ける。

　だが彼の顔を見たくて、少しだけ目線を向けた。

『三ヶ月ぶりの日本ということですが、まずはなにをしたいですか？』

　そう問われて、早足で歩いていたはずの悠司がピタリと足を止めた。

『妻に会いたいですね』

　マスコミに対して低くそう呟くと、ふたたび彼は歩き始めた。

　桜子はテレビのリモコンを取り上げると、ブチっと画面を消す。

　怒りよりも呆れたという感情がこみ上げ、桜子は絞り出すように呟いた。

「嘘つき」

　桜子は薬指のリングを取り外そうとして……もうしばらく、指にはめておくことにした。

　結婚式で彼と愛を誓い、交換したダイヤモンドのリングを外すには、少しだけ勇気が足りない。

　ピンポーンとインターフォンが鳴り、カチャリと開錠する音が聞こえてきた。

　彼は鍵を持っていても、必ずインターフォンを鳴らしてから部屋に入ってくる。

　桜子は玄関まで出迎えなかった。

　彼がリビングに入ってきても、窓から外を眺めるだけにしておく。

　高層階のマンションから、はるか彼方に見える日本一高い山の稜線と、爽やかなブルーの空。

　清々しい光景を見て、今にも興奮してしまいそうな自分を律した。

　足音がしてリビングに入ってきた悠司が足を止めた。

　いつもとようすが違うと悟った彼が、心配げな声をかけてくる。

「どうした？　桜子。体調でも悪いのか？」

　労りと優しさを含んだその声に、一瞬心が揺らぎかけた。

（わたしったら……また性懲りもなく騙されるところだったわ）

　ゆっくりと振り向き、彼の前まで歩み寄る。

　彼は桜子より、ゆうに二十センチ以上は高いので、かなり見上げることになる。

　なんど目にしても、彼の美貌に感嘆する────

　日本人離れした長躯、筋肉質な美しい肉体。

　くっきりした眉に涼しげな切れ長の目。高い鼻梁に形のよい唇。頬骨が少し尖っているところが男らしさを際立たせている。均整の取れた風貌だ。

　手足が長いからいつもオーダーメイドだとぼやいていたが、着やせする体型なのか、スラリとした身体つきである。

　外見はパーフェクトな男だ。

　いや、彼は外見だけの男ではない。日本一の偏差値を誇る大学を主席卒業し、すぐに海外留学してＭＢＡを最短の一年で取得。

　幼い頃に家族を事故で失った彼は、そこまでの学費をすべて奨学金でまかなってきたが、一年間ニューヨークのＩＴ大手企業でアナリストとして働き全額返済したという。

　そして京極財閥の総帥である桜子の祖父が全面的にバックアップしたことにより、二十八歳という若さで金融界の王者へとのしあがった。

　美貌に加え、頭脳と野心も合わせ持つ、日本経済界の新風と謳われる彼が、桜子の夫である。

　残念ながら、愛のない仮面夫婦ではあるが────

　それも今日で終わりだ。桜子は愛しい夫の顔をじっと見つめ、にっこり笑った。

「おかえりなさい。あなた。海外出張、ご苦労さまです」

　どこも悪くないと気がついた夫が、安心したように表情を緩める。

（油断しないでね。あなたの妻はそこまで愚かじゃありませんから）

　テーブルに向かって手のひらを見せる。

　これまでなら、彼が長期出張から戻ったら、必ず手料理をテーブルいっぱいに広げて待っていた。

　今は簡素な紙切れが一枚だけ。

「お疲れのところ申しわけありませんが、こちらにサインをお願いできますか？」

　テーブルの上に置かれた緑色の紙を目にした夫は、桜子が想像したような行動は取らなかった。

　狼狽えるでも慌てるでもなく、眉をピクリと動かすだけで表情を変えないのである。

　愛がないとわかっていたが、ここまでしても彼の心を揺さぶることができないのかと、桜子は絶望で胸が苦しくなった。

　しかし、もうどうでもいい。

　桜子は夫の愛も存在も、必要としないのだから────







第一章 出会いは運命、離婚は必然








　彼と初めて会ったのは二年前。桜子が二十三歳のときだ────

　桜子は祖父の命で、京極財閥が運営する日本屈指の最高級ホテルへと向かっていた。

　その日は朝から雨がシトシトと降っていて、足もとがたいそう悪かった。

　パンプスに土はつくし、髪も湿気で跳ねている。正直こんな日に外出など、憂鬱といっても過言ではない。

　桜子は自分で自分が箱入り娘だと理解しており、祖父と両親によって徹底的に教育されてきた。

　ひと昔前の大和撫子が理想像のようで、言葉使いから礼儀作法、日常の所作まで、品格と知性を保つよう求められていた。

　政治の道具にされても、大財閥の娘に生まれた以上しかたがないと思っていたが、大学を卒業した早々に見合いをセッティングされるとは思わなかった。

　見合いの相手は、よほど祖父に気に入られているのだろう。桜子と結婚させて、身内にしようと画策しているのかもしれない。

　財閥の長である祖父は、それくらいのことをするひとだ。

　だが桜子にも思うところがある。顔合わせに、目一杯おしゃれして登場しろと命じられて、そのとおりにするつもりはない。

　桜子はシンプルなブラウスに、地味なジャケットとパンツスーツという格好で見合いへと赴いた。

　アクセサリーのひとつもつけなかった。靴だって低いヒールだ。

　媚びる気はないという意思表示である。

　ただ遅刻だけは相手に失礼だ。約束の時間より、三十分以上早く到着するように自宅を出発した。

　だが予期せぬできごとなど、世間には山ほどある。

　タクシーを拾おうと大通りに出たとき。信号無視をした小学生くらいの男児が、雨でブレーキの効きが悪くなった車に跳ねられそうになる。

「危ない！」

　無意識に駆け出して男児の腕を掴み、そのまま地面に倒れ込んでことなきを得た。

　駆けつけてきた男児の母親と、慌てて降りてきたタクシーの運転手に、なんども頭を下げられ、礼をしたいと申し出られた。

　それをやんわりと断り、地面に放り投げてしまったトートバッグを拾い上げる。

「わたし、このあと用事があるから結構です。遅れるとまずいので」

「え……その格好で……？」

　母親と運転手が顔を見合わせる。

　桜子は視線を落とし、自分の姿を確認した。

　濡れネズミであることはもちろんだが、紺のジャケットは土だらけ、パンツは生地がすり切れている。

　白いブラウスにいたっては、泥まみれで汚いことこのうえない。

　桜子は会釈すると、落ちた傘を拾ってどうしようかと思案する。

「着替える時間はないわね……」

　桜子はいったん自宅に戻り、玄関先で着替えようかとひとしきり悩んだ。

　しかし結局のところ靴だけ履き替えた。子どもを助けたことで、時間が差し迫ったのである。

（着替えたら遅刻するかもしれない。恥ずべきことをしていないし、このまま向かいましょう。状況説明をして呆れてしまう男性なら、そのまま帰ってもらえばいいこと）

　そう考え、自分で車を運転し、ホテルへと向かった。

　正直運転には自信がないので、雨の日はスピードを出さないよう安全運転を心がけている。

　その流れもあってホテルに到着したときは、時間ギリギリであった。

　エントランスで車を止め、ドアマンに鍵を預ける。

「すみません。時間がないので、駐車をお願いします」

　ドアマンは、桜子の格好を見てなにかいいたげな表情のまま無言で鍵を受け取り、丁寧に頭を下げた。

　桜子がホテルに足を踏み入れると、教育の行き届いたフロントマンでもさすがに驚いて飛んできた。

「桜子お嬢さま。お着替えを調達いたしましょうか？」

「大丈夫よ。お見合い相手を待たせているの」

「さようでございますか……」

　スタスタとロビーラウンジに向かって歩いていく。

　明治初期、当時の政界人によって建築された迎賓館を桜子の祖父が買い取り、ホテルとした。

　その後は改装、増築を繰り返し、当時の趣きを残しつつも現代風の様相になっている。

　開放的な吹き抜け空間には、大きな採光窓から光が差し込むはずだが、悪天候の今日は天井からぶら下がるシャンデリアが眩い光を放っていた。

　どこからかピアノの生演奏が聞こえてくる。

　木製の椅子を使用したクラシカルなラウンジは、軽やかなピアノの調べを楽しみながら薫り高いコーヒーや、こだわりの茶葉を使った紅茶を楽しむひとで溢れ返っていた。

　ロビーラウンジの最奥、祖父の姜きょう次じ郎ろうがソファに座り、男性と談笑していた。お見合い相手だろうか？

「お祖父さま。大変お待たせいたしました」

　振り向いた姜次郎が桜子の姿を見て目を丸くし、驚きでソファから起ち上がる。

「ど、どうしたのだ、桜子よ！」

「ええと……転んでしまいました」

　照れ笑いでごまかそうとするが、姜次郎の疑惑がパワーアップしてしまった。

「ただ転んだだけで、そんな状態になるわけがない！　わしの孫によからぬ真似をした奴はどこのどいつだ！」

　大声で秘書を呼ぶと、あれこれと指示を出してしまう。

「警察……いや警視総監を呼べ！　奴とは学生時代の友人でな。わしの頼みはすぐに……」

　姜次郎の命を受けた秘書が、冷や汗を流しながら右往左往する。

　暴走を止めようと、桜子は慌てて言葉を遮った。

「お祖父さま！　話を大袈裟にしないでください！　たった今、転んでしまったと申し上げたではないですか」

「事件性はないのだな」

「はい。遅刻しないようにと、着替えなかっただけです」

　姜次郎と桜子がそのようなやり取りしている横に、高級なスーツを着た背の高い男が立った。

　すっとハンカチを差し出され、持ち主の顔を見る。

「これ、お使いください」

　腰が痺れるような低い声。男らしい顔立ちに、スーツからも筋肉質であることがうかがえる屈強な身体つき。

　彼の持つ野性的な魅力に、桜子は目が奪われてしまう。

（こんなに魅力的な男性、見たことないわ……）

「……ありがとうございます」

　薄いブルーのハンカチを受け取ると、ふわりと男性用フレグランスが鼻腔を掠めた。

　バニラやムスクの中に、ベルガモットとシダーウッドが混じり、とてもエキゾチックな香りである。

「桜子。彼が見合い相手の小山内悠司君。桜子より四歳歳上の二十六歳。半年前アメリカから帰国して、日本で起業したばかりだ」

（このかたがわたしのお見合い相手……身なりのきちんとしたかただわ。遅れても着替えたほうがよかったかしらね）

　きれいなハンカチを汚すのは忍びない。濡れた髪を拭くだけで、汚れがつかないように気をつけよう。

　そう考えていたら────

「結びましょう」

「え？」

　意味がわからず首を傾げると、男が指をさした。

　見ると、桜子の手の甲が血で滲んでいる。

（あ……さっき子どもを助けたときに擦りむいた……）

「ケガをした手を見せてください」

　男が恭しい仕草で手のひらを出したので、意識せずそっと手のひらを乗せてしまう。

「あ、はい……」

　彼はもう一度自分の手にハンカチを戻すと、するりと桜子の手に巻きつけた。

　器用に結んでしまうと、桜子に向かってにっこりと笑う。

「あとで消毒してください」

「……はい」

　桜子の胸がドクンと跳ね上がったような気がした。

　不思議なことに顔も火照ったように熱い。

　ドクドクと心音が速まり、目の前の男性をとても意識していると自覚した。

（なんだか……すてきなひと……）

　姜次郎がウォッホンと、わざとらしい咳払いをする。

「悠司君は、わしの誕生日パーティにもきてくれたのだが、そのときに顔を合わせているはずだ。覚えているかね？」

「お祖父さまの誕生日パーティ……ということは、先月ですか？」

（……どうしましょう。さっぱり記憶がないのだけど）

　悠司に視線を向けると、優しい笑みを浮かべている。

　ここで、お目にかかった覚えがありませんと返答しては気分を害するだろう。

「ええ……と」

　曖昧な返事に助け船を出してくれたのは、とうの悠司であった。

「京極総帥。おれは彼女と会話をしておりません。おそらく覚えておられないでしょう」

　なぜか姜次郎が目を見開いて驚いた。

「そうなのかね？　てっきり……」

　姜次郎は不思議そうに頭を傾げると、ふたたび桜子の汚れた姿に言及した。

「悠司君。桜子のみっともない格好が気になるだろう。男みたいなズボンだけでなく、たいそう汚れた姿で失礼だったね。着替えさせるので、少し時間を……」

　しかし悠司は優しく微笑むと、こう口にした。

「おれは気にしません」

「は？　いや……本来のだな、桜子は、もっと可愛いのだ。うむ、祖父ばかと笑ってくれてもよい。桜子よ、悠司君は女性の身だしなみを整える時間くらい待つ男だ。とりあえず着替えてきなさい」

　汚れた格好の桜子を目にして、相手が引いたらそれはそのときと開き直るはずだった。

　ところがとうの見合い相手が礼儀正しい大人の対応をしたものだから、桜子は気が引けてしまう。

　桜子は小さく頭を下げて、その場をあとにしよう一歩下がる。

「はい。お祖父さま。すみません。いったん……」

「じゅうぶん可愛いです」

「え？」

　聞き間違いかと悠司の顔を見返すが、彼はいたって真面目な顔をしていた。

「どんな格好でも、どんな姿でも、桜子さんはとても美しく清らかです」

　臆面もなくそこまでいわれ、桜子の頬が紅潮し、落ち着いたはずの心臓がふたたび激しく鼓動した。

「でも濡れた服だと風邪をひくかもしれませんね。どうぞ、ゆっくりとお着替えください」

　彼は、まるで誓いを立てる中世の騎士みたいに右手を心臓の上にあてると、鮮やかに微笑んだ。

「なん十分でも、なん時間でもお待ちします」

　彼の笑みひとつで、姜次郎も桜子も口を閉ざしてしまう。

「ありがとうございます。では、少々失礼します。ええと、小山内さん？」

「悠司と呼んでください。おれも桜子さんとお呼びしていいですか？」

「はい。どうぞ。ゆ……悠司、さん」

　桜子が名を呼ぶと、彼は雨雲を払いのけそうなほどの眩しい笑顔を見せた。

　もう心臓が爆発してしまいそうである。

　桜子は背を向けて、足早にその場から離れた。

　顔から火を噴き出しそうなほど熱くなっている。こんな顔を見られるのは恥ずかしい。

「わたし……どうしちゃったの？　悠司さんのことを考えただけで、心臓がはちきれちゃいそう。やっぱり着替えてくればよかった」

　汚れた格好の桜子に眉をひそめるわけでもなく、遅刻したことを責めるでもなく。

　それどころか小さなケガを見つけて労わってくれる心の器の大きいひと。

　そんな彼に────

　桜子は堕ちてしまった。もちろん恋に────





　§　§　§






　桜子は、恋愛期間も、お付き合い期間もなく、初めて顔を合わせたお見合いの場で悠司に一目惚れしてしまう。

　姜次郎にそのことを告げると、たいそう驚かれてしまった。

　お見合いの場をセッティングしたのは、姜次郎ではなかったか。それとも大人しい桜子が、悠司に好意を持つことが意外だったのか。

　手に巻いてもらったハンカチはきれいに洗い、それ以降桜子の宝ものとして肌身離さず持ち歩いている。

　見合い当日に婚約を取り決め、その後話はトントン拍子に進み、二ヶ月後に結婚式を挙げた。

　結婚式のあとに行われた披露宴終了後、初めてふたりで過ごす夜、初夜を迎える────

　都心にそびえる最高級ホテルのスイートルーム。

　広々としたリビングルームには、大きな革張りのソファと、クリスタルガラス製のローテーブルが置かれている。

　時刻は夜の九時。夜の帳はすっかり落ちている。

　窓から見下ろすと、煌めくネオンが揺らめいてとてもきれいだ。

　あまりに長い披露宴が、ようやく終わった。

　窓に映るのは豪華なウェディングドレス姿の桜子と、タキシードを着こなした悠司。

　式は和装であったが、披露宴は純白のウェディングドレスのみで執り行った。

　過剰すぎる披露宴を好まない桜子の提案により、お色直しを省略したのである。

　姜次郎や両親は、最低三回は衣装替えをしてほしいと桜子に依頼したが、理解を示してくれた悠司の説得で引き下がった。

（ウェディングドレスもすぐに脱げるタイプにしてよかったわ。わたしは疲れやすいもの）

　ウェディングドレスはレースをなん重にも重ねているが、素材が上質なのかさほど重たくはない。

　同素材のレースを使用したヴェールは、ビーズ刺繍のふちどりがされており、シンプルながら清楚な印象である。

　ドレスの胸もとと裾にはいくつも高品質なパールが縫いつけられ、同じものがネックレスとイヤリングにも使われている。

　そして指には、彼が選んでくれたダイヤモンドが煌めくお揃いのリング。

　彼のタキシードはウェディングドレスほど華美ではないが、一部デザインを揃えていた。

　ネクタイピンやカフスボタンに同じ大きさのパールを使用しており、シンプルだが彼に似合っている。

　悠司は、ひとことで例えるならワイルドなハンサムだ。

　百九十センチ近くの身長で、筋肉質。広い肩幅に厚みのある胸。

　そこに男らしく野性的な顔立ちが乗るから、一見ノーブルな服は似合わなさそうに思える。

　しかし所作や言動は大人っぽく落ち着いているから、高級なスーツやタキシードもそつなく着こなしてしまう。

「疲れたか？」

　ふいに優しい声色でそう問われ、桜子の心臓がドクンと跳ねた。

「いいえ」

　桜子は小さく頭を左右に振った。

　ほんとうは、とても疲れていた。桜子は華奢で体力もあまりない。

　インドア派の読書好きという内向的な性格もあって、気を張ってばかりの披露宴で疲弊しているのは事実である。

　それを理解している彼は、桜子を心配してくれた。

「無理するな。なにしろ長かったからな」

　悠司が、はは……と乾いた笑いを零す。

　結婚式はつつがなく進行したが、披露宴は彼の言葉どおりやけに長かった。

　日本中の名だたる起業家や政治家を呼び寄せたのかというくらいの人出だった。

　それらはすべて、政界や経済界に強い影響を持つ、姜次郎が招待した人々である。

　桜子は挨拶疲れしてしまい、途中なん回か控え室へと退出した。

　代わりに悠司が場を繋いでくれて、無事に終わった。

　主役のひとりが場にいないことを欠片も悟られないほど、悠司が細やかに応対したのである。

　彼は桜子を責めることなく、心配してなんども労ってくれた。

　披露宴のことを思い出すと、温情深い悠司と結婚できて幸せであると桜子は実感した。

　悠司がネクタイを緩めながら、反対の手で髪をかき上げた。

　そんななにげない彼の仕草が、桜子の目には堪らなくセクシーに映る。

　優しげな笑みを浮かべ、彼が

「おいで、桜子」

　低く威圧的とも取れる声だが、不思議と優しさも含んでいる。

　悠司の前に立つと、もっと胸がドキドキと高鳴った。

　彼の長くて形のいい指が伸び、チュールレースのヴェールをそっと左右に開く。

（どうしよう……汗をたくさんかいてしまったもの。シャワーを浴びたいけど、どういえばいいかしら）

　悠司の前では緊張してしまい、いつも言葉が少なめである。

　さらにこの二ヶ月間、彼はたいそう仕事が忙しかったようで満足なデートもしていない。

　つまり、なにを話していいのかわからないのである。

　気持ちはあるが、まだ彼のことを知らなさすぎた。

（今からゆっくりと、お互いのことを知っていけばいいわよね）

「わたし、汗臭くない？」

　そう問うと、悠司が桜子の耳もとに顔を近づけ、鼻をスンと鳴らす。

　それだけでも桜子の頬が赤く染まってしまう。

「まったく」

「ほんとう？」

「ああ。逆にいい香りだ」

　彼が気を遣っているのではないかと思えたが、優しく微笑まれるので桜子の杞憂は払しょくした。

（初めて会ったときから思っていたけど、寛大で器の大きいひとね）

　恥ずかしくて俯くだけの桜子は、頬どころか首や胸もとまで紅潮させていた。

　無骨な指が、やけに優しく髪に触れてくる。

　パールのピンを引き抜かれヴェールが床にふわりと落ちると、桜子はおそるおそる目線を上げた。

　すると彼の優しそうな瞳と視線が絡む。

「悠司さん……」

「桜子」

　今夜は、ふたりが夫婦の契りを交わした、人生で記念すべき晴れの日になる。

　どれほど金をかけたかわからないほど豪勢な結婚式と、超高級ホテルを丸ごと借り切った大規模な披露宴は終わった。

　今からは、ふたりだけの時間だ。

　チュールレースの長手袋に覆われた華奢な手が小さく震えているのを、悠司は見逃さなかった。

「おれが怖いのか？」

　桜子は夫となる愛しい男をしっかりと見据えた。

　男らしくくっきりとした眉、意志の強そうな目。高い鼻梁に少し尖り気味の頬。厚みのあるセクシーな唇。

　桜子のすべてを奪い去ってくれるような、雄々しく激しい嵐を彼から感じる。

　悠司という存在が、世間知らずで箱入り娘の桜子には眩しく、そして憧れであった。

　彼を怖くは思わないが、これからすることを考えると緊張してしまう。

「少し怖いかも……」

　小さく呟いてしまい、慌てて手のひらを左右に振った。

「違う！　そういう意味じゃないの。その……」

　余計なことを口にしたからか、桜子は顔をもっと真っ赤にさせてしまう。

「今夜は……初夜だから……」

（悠司さん、怒ってしまったかしら。もう、わたしったら！　考えなしね）

　そっと上目遣いで確認したら、彼の表情に怒りはなかった。それどころか桜子を思いやるようなことを口にする。

「なるべく君を不安にさせないよう配慮するから、あまり怖がらないでくれ」

　桜子の胸がトクンと高鳴る。

（やはり悠司さんはとても心の広いひと……）

　悠司の指が、桜子の背中に回る。

　ジーと音を立ててファスナーが下がると、締めつけから解放されたような気分になった。

　肩とデコルテを大胆に見せるビスチェタイプのウェディングドレスが、どこにも引っかかることなく、ストンと足首まで落ちてしまう。

　ウェディングドレスにパッドが入っていたので、ブライダルインナーはショーツと、ニーハイストッキング、そしてガーターベルトだけである。

　太ももにはブルーリボンのついたガーターリングをつけており、そこはかとない色気を演出していた。

「桜子。君を一生大事にする」

　そう告げると彼は、桜子の華奢な身体をぎゅっと抱きしめてきた。

　さほど大きいわけでもない乳房が、ぐにゅっと厚い胸板に押しつけられ、恥ずかしくて小さな吐息を漏らしてしまう。

「あ……」

　そのまま面を上げ、彼の男らしくて端整な顔を見つめた。

「悠司さん。わたし、あなたと結婚できて幸せね」

「まだまだこれからだ。もっと幸せにする。誓うよ、桜子」

　悠司の甘やかな言葉に、桜子の心が浮き足立つ。意識せず笑顔が湧き上がってしまう。

「嬉しい」

　表向きは政略結婚のふたりである。

　実質彼の会社は、彼に惚れ込んだ姜次郎の出資によって起ち上がったのだから。

　しかし桜子は、そんなことは関係ないと考えている。

（だってわたしの一目惚れだもの）

「おれたち、世界一幸せな夫婦になろう」

（すてき……子どもが産まれたら、きっと素晴らしい家庭になるわ）

　彼の指がパールのピンを次々と抜いていくと、艶やかな黒髪がハラリと肩に落ちる。

　悠司の大きな手が桜子の髪に差し入れられ、顔をゆっくりと引き寄せられた。

「ふ……」

　小さな唇が塞がれ、濡れた肉厚の舌が歯列を割って挿し込んでくる。

　桜子は瞼を伏せ、彼の唇に意識を向けた。

　熱くてヌメった舌先が、口腔内の唾液を根こそぎ奪っていきそうなほど蠢いた。

　人生で初めてで、当然ながら彼とも初めてのキスだというのに、まるでなんどもキスをし合ったかのような感覚を受けてしまう。

（唇の相性がいいなんて話は聞いたことがないわ……でも……意識がすべて囚われそうなくらい気持ちいい……）

「ふぁ……んん……ん……」

　悠司の唇が少しずれると、物寂しくなって自ら舌を伸ばしてしまった。

　応えるように、彼の舌先が桜子の舌先を捏ね回してくる。

　気持ちがよすぎて足の力が抜け、彼の広くて逞しい胸に手を置いてすがってしまう。

「んん……はぁ……あん……」

　鼻先から甘い息が漏れる。恥ずかしくて抑えようとするが、そんな羞恥など意味がないとでもいうように、悠司の舌は容赦なく口腔内を舐ってきた。

　なんども舌を絡め、唾液のやり取りをしているうちに、桜子の息が上がってくる。

「んぅ……ふぅ……はぁ……」

（ほんとうに結婚相手がわたしでよかったの？　ほかに好きなひとはいないの？）

　桜子にはつねに、悠司に対しそのような疑問があった。

　この結婚が、姜次郎のおぜん立てだということは重々承知している。

　彼は優しく愛の言葉を奏でてくれるが、実はいたしかたなく桜子と結婚したのではないだろうか？

　そんな疑問で、これまで幾度となく不安で心が揺れ動いてしまった。

　しかし、これほどまでに愛を込めた口づけをされては杞憂だと思えてくる。

　彼が与えてくる情熱的な口づけに、桜子は心の奥に潜ませていた疑問がうたかたのように消えていった。

（出会いはお見合いで、政略的な結婚だとしても……これからふたりで愛を育んでいけばいいんだわ）

　カリッと下唇を甘噛みされたら、ジン……とした鈍い疼きが腰から下肢に広がった。

　細い肩口を震わせると、悠司がもっと強く抱きしめてくる。

　彼は角度を変えて、なんども口づけてきた。

　ヌメる熱い舌が、頬の裏、歯列、歯茎、舌の裏を縦横無尽に動き回る。

「ふぁ……あぁん……んっ……」

　艶のある喘ぎとともに、口端から唾液が溢れ出る。

　彼の舌はそれさえもすくい上げ、舌先を絡め合った。

　ゆっくりと彼の舌が離れていくと、舌先に唾液の糸が引き、キラキラと輝いている。

　膝から崩れ落ちそうなほど感じてしまった桜子は、彼の逞しい胸にすがりつくような形でかろうじて立っていた。

　ふっと悠司が小さく笑う。

　そして、ひょいと桜子を横向きで抱き上げてしまった。いわゆるお姫さま抱っこだ。

「きゃっ……」

　ドレスを脱がされているので、柔らかな乳房が丸見えになる。

　慌てて腕をクロスして隠してしまうと、悠司がふたたびクスッと笑う。

　それがなんだか大人の男の余裕に見えて、恥ずかしいという感情がもっと強くなる。

（子どもっぽい……？　でも自信のある胸じゃないし）

　彼はしっかりとした足取りで、隣室のベッドルームへと向かった。

　シーリングライトはついておらず、サイドテーブルの上に置かれたテーブルライトだけほんのりとオレンジの光を放っている。

　新婚用に整えられたようで、ふわりと花の香りが漂ってきた。首を捻ると、バラの花びらがシーツの上に撒かれている。

　そっとベッドの上に下ろされた。上目遣いで彼を見ると、顔に浮かぶ陰影がとてもセクシーに感じる。

　悠司が片膝を乗せたので、ギシ……とベッドが軋んだが、それすら扇情的だ。

「悠司さん……」

「桜子」

　彼が覆い被さると、ネクタイの結び目に人差し指を入れ、ぐいっとゆるめた。

　今宵、桜子は愛しい彼に抱かれる。そう心が浮き上がった瞬間────

　どこからか電話の着信音が響いた。

　悠司の動きがピタリと止まる。

　誰からの電話か知らないが、こんなタイミングで鳴らすなど、それほど切羽詰まった急用だろうか。

　てっきり無視してくれるのかと思えたが、悠司はベッドから下りてしまった。

「すまない。待っていてくれ」

　そういうと、隣の部屋へ大股で移動する。

　残された桜子は、どうしたものかと、起き上がってシーツの中に潜り込む。

　数分後、ベッドルームに戻ってきた悠司は、衝撃的な発言をした。

「急で悪いが、すぐにニューヨークへ飛ばなければいけないことになった。桜子はこのまま休んでくれ」

「ええ？　こんな時間から？」

　夜遅くから出ていってしまうことに驚きだが、新婚初夜だというのに仕事を優先されるのはもっと驚きである。

「ああ。おれにしか処理できない案件らしい。プライベートジェットを手配して、一時間後には飛ぶ」

　物わかりのよい妻を演じるべきだろうか？　それとも────

　と考えていたら、悠司が上半身を倒して桜子の頭にキスをした。

「桜子。戻ってきたら初夜のやり直しをしよう。そして新婚旅行に行こう。待っていてくれ」

　申しわけなさそうな顔でそう提案されてしまっては、桜子も受け入れるしかない。

　寂しい気持ちを押し隠し、桜子は弱弱しい笑みを浮かべた。

「はい。楽しみにしています」

　そして彼は桜子の頭を優しく撫でると、今度は額に唇をつけた。

　すぐに温もりが離れ、肌寒くなってしまった。

「ベッドから出なくていい。じゃあ……また」

「はい」

　彼がベッドルームから消え、すぐに扉の開く音がした。

　ドアがパタンと締まる無情な音。

　桜子は落胆というより、衝撃で頭がいっぱいになっていた。

（なにもいえない雰囲気だった。もっと強く引き留めるとか、行かないでと頼めばよかった……？　でも仕事だし……）

　気持ちはモヤモヤするが、それでも彼の言葉を信じて持つことにした。

「帰国したら楽しい新婚生活を送れるわよね。それにハネムーンにも連れていってもらえることだし、我慢しましょう」
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　しかし桜子の願いは、粉々に打ち砕かれた。

　彼はまったく桜子を顧みることなく、海外出張ばかりであった。

　帰国しても、数時間後にはふたたびニューヨークへ行ってしまう。

　これでは、居住地が日本ではなくアメリカではないか。

　正直、もう我慢できないところまで追い詰められている。

　桜子も意思表示をしなかったわけではない。

　悠司が帰国するたびに、もう少し一緒にいたいと訴えた。そのたびに、忙しいからもう少し待ってくれと返される。

　チャットアプリはまめにくれるし、帰国の際は連絡もくれるから、結局桜子もずるずると待つことになってしまう。それの繰り返しだ。

　これではきりがないと、両親と姜次郎になんども相談した。そのたびに彼の仕事内容を理解しろと諭されてしまう。

　あれから二年────

　この結婚生活に意味はない。これ以上続けても、桜子の孤独が増していくだけだ。

　そう考えて、離婚届の紙を悠司に見せたというのに。

　彼はテーブルの上の紙を一瞥するだけで、特に感情の揺らぎは見せなかった。

　離婚を持ち出しても、彼の心を動かせないのならもう手はない。

　そうなると感情的になってしまうのは桜子のほうである。

　今にも泣いてしまいそうな衝動を抑えるため、震える手をぐっと握りしめた。

　それでも目は潤み、鼻を真っ赤にさせてしまう。

「わたし……ずっとひとりで寂しかった。あなたが式を挙げたその日にニューヨークへ行ってしまって、戻ってきてもすぐに仕事だって出ていって……」

　これまで我慢していた思いのたけをぶちまけたら、もう感情が収まらなくなった。

「ハネムーンだって結局行かなかったじゃない。楽しみにしていたのに……わたし、まだバージンなのよ。結婚して二年目の人妻なのに！」

　彼は黙って、桜子の独白を聞いていた。こんなに激しく訴えても、彼の表情からはなにも読み取れなかった。

（わたしがこんなに訴えているのに、涼しい顔をしているのはどうしてなの！）

「せめて子どもでもいれば、寂しくなかったかもしれない。でもこれ以上、ひとりで暮らすのは辛いの。出会いは運命だったけど、離婚は必然よ！」

　泣きそうになるのをなんとか堪え、胸中に貯め込んでいた鬱憤を一気に吐き出す。

「だから……」

　離婚してください────

　そう口にしようとして、悠司が言葉を挟んできた。

「そうか。なら今から子作りしよう」

「は？」

　悠司は桜子の前までくると、両手を広げてぎゅうと抱きしめてきた。

「待って……わたし、今日こそは離婚届にサインを……」

　悠司が桜子の耳もとに顔を埋め、低く囁く。

「桜子」

　ゾクリと背筋に痺れが響いて、桜子は動けなくなる。

　肩までの艶やかな黒髪を撫で、華奢な肩を擦り、滑らかな稜線を描く背から尻に彼が手を這わせてきた。

　久しぶりの温もりを受け、泣きそうになってしまう。

　チュッと頬に軽いキスをされ、目尻にたまった涙を唇ですくわれる。

　優しい仕草を受け、安易に騙されそうだ。彼はこの二年間、桜子を放置した男なのに。

　突然の事態に言葉も返せないでいると、悠司の両手が桜子の両頬に押しあてられた。

　そっと上向きにされ、ふたりの視線が絡み合う。

「おれは君を大事に思うあまり、つまらないことにこだわってしまった。尊重すべきは君の心だったというのに」

　彼の言葉の真意が見えず、桜子は困惑するしかない。

　不思議そうに悠司を見返すと、彼はまっすぐに桜子を見つめたまま言葉を続けた。

「つまりは離婚など絶対にしないということだ」

　これまでの彼の態度から出る言葉とは思えず、桜子は放心してしまう。

　これは夢かもしれない。桜子に都合のいい夢。

　だが悠司の温もりとエキゾチックなフレグランスの香りに包まれ、現実だと思い知らされる。

（わたしの心を揺さぶらないで……惑わせて困らせないで……）

　悠司は、壊れものを扱うように、しかし力を込めて抱きしめてくる。

　先ほどまで本気で離婚を考えていたというのに。

　こんなに優しく扱われて、空虚だった心が幸せで満たされていく。

　悠司がブラウスのボタンを外し、大きな手を滑り込ませてきた。

「あ……」

　すぐさまブラジャーの中に指を入れられ、乳首をキュッと摘ままれる。

「や……ぁんっ……」

　ムニムニと乳首を捏ねられると、両足の奥がムズムズとしてしまう。

「おれが触れる前から、ここが勃っている」

「し、知りませんっ」

「自覚がないのか？　おれに抱きしめられただけで、ここを……」

　今度は指のはらで小刻みに上下され、ビクビクと身体を震わせる。

「こんなに尖らせているじゃないか」

　抱きしめられただけで身体が淫らに疼いてしまったことを暴露され、恥ずかしくて立っていられなくなる。

「おれのことがまだ好きなんだろう？　だから、ここがこんなに反応する」

「意地悪をいわないで」

　足から力が抜けていくと、悠司が桜子の腰に手を回し、ふわりと横向きに抱き上げた。

「ひゃんっ……」

　そのままお姫さま抱っこで、寝室へと向かっていく。

（……まるで新婚初夜の続きみたい）

　寝室には清潔にベッドメイキングされたキングサイズのベッドと、小さなサイドテーブル、ソファがふたつある。

　ふたりで寝ることは、ほとんどない。昼過ぎに帰国した悠司が、夕方まで仮眠をとるだけの場所だ。

　柔らかなベッドにそっと下ろされ、桜子は身を縮こませた。

（これ以上先に進んだことがないから、どうしたらいいのかわからない……）

　鼻先が触れ合うほどの距離で顔をのぞき込まれ、悠司のセクシーな美貌に桜子は息を呑む。

　彼の色っぽい唇が目の前にきてドキドキしてしまう。

「服を脱がすが、いいか？」

「聞かないで……」

　恥ずかしくて視線を逸らすが、悠司が桜子を見つめていることはわかる。

　先ほどは手際よくボタンを外したのに、なぜか今はモタモタしていた。

「はは……おれのほうが緊張しているようだ。手が震える」

　いつでも威風堂々として自信たっぷりの男が、桜子の服を脱がす行為に手間取るとは意外である。

　それでもブラウスの前を全部開くと、総レースのブラジャーを上に引き上げてきた。

　その拍子に、露わになった二つの乳房が、ふるんと揺れる。

「ああ……おれはこんなに美しくて可愛くて、美味しそうなものを二年も見られずに過ごしたのか。もったいないことをした」

　彼の手が、乳房をやわやわと揉み上げる。顔を近づけると、濡れた舌先で乳首の先端を舐め上げた。

「ひゃぁんっ……」

　くすぐったくて堪らない。ヌチュヌチュと音を立てて乳首を愛撫されると、身体がゾクゾクと震えてしまった。

「おれは子どもの頃からグミが好きでね」

　突然幼少期の話をされて、桜子は困惑してしまう。

「グ、グミ……？」

「そう。薄赤く染まったこれが……」

　レロ……と大きく舌を伸ばして、下から上へと舐めると、今度は舌先で乳首の周りをなんども回した。

「甘くて酸っぱかったグミのように美味い。おれの一生の好物だな」

　そういうと、唇で挟んではむはむと軽く潰してみたり、左右にすり潰すように動いてみたりする。

　痛がゆい刺激に、桜子の背が弓なりに反ってしまう。

　悠司は右側の乳首をさんざん舐ったあと、次は左側の乳首を愛撫した。

「あ……んん……」

　彼が乳首を執拗に舐めながら、左手でスカートをめくり上げる。

　そのまま湿ったショーツへと指が伸びた。

「あ、そこは……ダメ……」

　彼の大きな身体が入り込んでいるから、足が閉じられない。

　悠司の指が、ショーツの上から媚肉をキュッと摘まみ上げてきた。

「ひゃっ……！」

　ショーツがびっしょりと濡れていることが自分でもわかっているので、その行為はあまりに恥ずかしい。

　触れられて、淫らな蜜をもっと溢れさせてしまい、それがいやで身を捩らせる。

　その姿がさらに桜子を扇情的に見せるとも知らず、シーツに背と尻を擦りつけるようにして、もがいてしまった。

　桜子の痴態を受け、悠司の目に淫猥な灯火が浮かぶ。

　もっと強く乳首を吸い上げられ、同時に指でグニグニと秘所を押されてしまう。

「ひゃぁあんっ……っ……」

「可愛い声だ。おれの愛撫でもっと感じてくれ」

　乳首の近くで話すものだから、彼の吐息だけでも乳首が感じてフルフルと揺れる。

　それがお気に召したのか、彼がもっと激しく乳首と陰部を弄りまくってきた。

　ショーツのクロッチ部分が横にずらされ、指が直接割れ目を擦る。

　初めて異性にそこに触れられ、桜子は羞恥で太ももを閉じようとした。しかし彼の手を挟んでしまうのでそれもできない。

　ヌチュ、ヌルッと唾液が乳首に絡む音と、指が媚肉を弄るグチュリという音が部屋に響く。

　彼の指が、尖った肉芽をグニッと強く押し潰した。

　桜子の全身に、微弱な電流が広がっていく。

「ぁあっ……ぁあんっ……！」

「ここ、気持ちがいいみたいだな」

　低く色気のある彼の声が桜子の鼓膜を震わせ、身体をもっと昂ぶらせた。

　彼の指がふたたび肉芽をグニュリと押す。

「あっ……あぁっ……！」

　初めて受ける快感に、全身が痺れてしまう。

　グニュ、ヌチュと濡れた音を立てて、彼の指が一番感じる部分をなんども弄った。

　じっとりと濡れた媚肉を、彼の指が上下に動く。秘裂を割り、感じやすい突起にたどり着くと、溢れ出る蜜を絡めてもっと擦り上げた。

　頭が真っ白になってしまいそうなほど、刺激的な愉悦に身体も意識も苛まれる。

　ひときわ強く、彼の指が肉芽を押し潰した瞬間。

「あっ……ぁあっ……ああ────」

　腰から脳芯まで快感が駆け上り、初めての愉悦に全身を震わせた。

　小さく達してしまった桜子は、くたぁと四肢を弛緩させる。

　はぁはぁと胸を上下させ、快楽で頬を赤く染める桜子を、悠々とした表情で悠司が見下ろしていた。

「色っぽくて可愛くて、おれの妻は最高だ」

　これまで一回たりとも、そんなリップサービスをしたことなどないのに。

　しかし彼の甘い言葉で、桜子の心が悦びで打ち震える。

　身体は正直なもので、秘所の奥からじわりと愛蜜が溢れ出てきた。

　それは下着から染み出し、尻を伝ってびっしょりとシーツを濡らしていた。触れている部分が冷たく感じるほどだ。

　感じている女の芳香が立ち上ってくる。

　きっと彼の鼻腔にも、愛蜜の匂いが漂ってきているに違いない。

　恥ずかしくてどうしようかと考えていると、彼が上体を起こした。

　膝立ちになると、そのままスラックスの前をくつろがせる。ジッパーの下がるジーという音が気恥ずかしくて困ってしまう。

　そこから、大きくそそり返った男性器が現れた。

（え……もう先が、あんなに上を向いて……）

　悠司の肉茎は、生々しい造形をしていた。太く硬そうで、くっきりとした括れがある。

　初めて目にする男の欲望に、桜子は目も心も奪われてしまう。

　女の本能だろうか。逞しい男性器に、淫らな欲望が湧き上がってくるのである。

　まじまじと見ていると、悠司が楽しそうな顔をした。

「すぐにおれのモノで埋めてやるから、楽しみにしてくれ」

「っ……！」

　卑猥なことをいわれ、恥ずかしくて泣きそうになってしまう。

　あそこまで膨れ上がった肉棒が、はたして桜子の身体に挿いり込めるものだろうか。

　桜子は無知というわけではない。当然男女の営みについての知識はある。

　しかし初体験というのは、ときに焦りでわけがわからなくなってしまうものだ。

　勃起した男性器を受け入れるため、女性の膣が引き延ばされるという自然の摂理すら、わからなくなるほどに。

（無理じゃないかしら。だって大きいもの……）

　そんなことを思案していたら、いつの間にか悠司の手が桜子のショーツにかかり、するりと足から引き抜いた。

「きゃっ……」

　空気に触れて、敏感な部分がヒヤリとした。

　悠司は、桜子の右太ももの裏に手をあてると、ぐいと上に持ち上げた。膝頭が乳房の先端にあたるくらいまで身体を曲げられる。

　濡れた秘所が丸見えになり、どうしていいのかわからない。

　恥ずかしくて上体を起こそうとしたが、この体勢ではそれもままならなかった。

　真っ赤な顔で見上げると、情欲に満ちた表情の悠司と視線が交錯した。

　桜子が羞恥と不安で身体を強ばらせると、彼が小さく笑う。

「大丈夫だ。性急な真似はしないから」

　彼の手が太ももの裏側から、脚のつけ根を撫でながら茂みへと近づく。

　そのまま、うっすらとした陰毛の奥に隠された、秘所へと押し挿いった。

「あ……」

　柔らかさを確かめるように、彼の人差し指と中指が蜜口の挿り口をヌチュヌチュと弄り始める。

　熱く濡れそぼった膣襞を開くと、長くて形のいい指が挿入口付近をかき回し始めた。

　ヒクヒクと襞が収縮し、そのたびにヌチュ、グチュと淫らな水音を立てる。

「ああ……んんっ……」

　悠司の指が、愛蜜のヌメりを借りて膣を抜き差しするたび、桜子の身体の内側から言葉にできない疼きがこみ上げてくる。

「ぁんっ……ふぁ……」

「じゅうぶんに濡れているな。これならそれほど痛くないはずだ」

　彼は片方の手で桜子の腰を固定し、反対の手で自分の肉茎に手を添えた。

　そのままぐっと秘所に押しあて、肉襞をヌプリと割り、隘路に押し込もうとする。

「あっ……んんっ……」

　桜子の淫唇がピリピリと引き攣り、痛みが下肢からせり上がってきた。

「痛いか？　ゆっくりと抱くから怯えないでくれ」

（でも……すごい質量……無理矢理押し拓かれているみたい……）

　意識せず溢れ出す涙が、桜子の頬をしっとりと濡らす。

「桜子のすべてを、おれのものにする」

　彼は低い声でそう囁くと、頬の涙をペロリと舐めた。それだけで身体に快感が行き渡り、膣から粘着質な液体が溢れ出るのを感じた。

　熱く濡れそぼった肉襞を押し拓き、亀頭で襞を引っかくようにして彼の肉棒が挿いり込んでくる。

　痛みが和らぐことなどないというのに、ヒクヒクと濡れた襞が波打ち、彼の男性器を取り込んでいく。

　激しい疼きと、鋭い痛みがないまぜになり、桜子は白い喉を晒して声をあげた。

「あっ……い、いた……あっ……」

「痛いか？　耐えられるか？」

　低くて優しい、だが少しだけ荒い息を吐く悠司の問いに、桜子は返事ができない。

（痛いと口にしたら……悠司さんがこの行為をやめてしまうかもしれない。それはいやなの。でも……痛い……初めてってこんなに辛いの……？）

　小さな肩口を震わせて、桜子は健気に痛みを耐えた。

　すると悠司がゆるゆると腰を前後にゆすりながら、花芯に手を伸ばした。

「ひゃっ……ぁん……」

　先ほどまでの快感の余韻を残しているそこは、悠司の指で包皮ごと擦り上げられるとムズムズとした。

　破瓜の痛みを、官能でやりすごそうとしていると気がつく。

　疼く愉悦を求め、つい自ら腰を動かしてしまう。すると、よりいっそう膣の痛みに苛まれてしまった。

　それでも彼の指は、ヌチュグチュと媚肉の奥に潜む肉芽を弄り回した。

「あっ……ぁあんっ……はぁっ……」

　桜子の腰の揺らぎを利用し、少しずつ肉筒に肉棒を埋めていく。

「んぅ……っ……ひゃ……あぁん……そこ、触っちゃ……ダメっ……」

　膣から溢れ出る蜜が、肉茎に絡みつく。

　くっきりとくびれた雁がゴリッと膣襞をえぐるさい、粘着質な愛液を擦り取るので、グジュグジュと白い泡が結合部から溢れ返った。

「いいな。じゅうぶん濡れた。これで痛みも和らぐだろう」

　暗示のようなその言葉に、桜子はほっと安堵した。

　騙されやすいのかもしれないが、確かに少し痛みが軽減しているような気がする。

　悠司は一息ついた桜子を慰めるように、頬にチュッとキスをした。

「あぁ……」

　子どもだましのような軽いキスで、愛液が膣内から湧き出てくる。

　そのヌメりを借り、ズンッとより深く悠司が腰を押し込んできた。

「はぁっ……あぁっ……あんっ……」

　彼の腰が緩急をつけて、前後に動き始める。

　亀頭の先端が子宮近くまでくるのではないかというくらい激しく追い立てられたり、雁が膣口にかろうじて引っかかる程度まで腰を引き小刻みに震わしてみたり、そんな動きを繰り返された。

　悠司の荒々しくも優しい情事に、桜子は翻弄されてしまう。

「あっ……ぁあっ……っ……」

「一晩中、君を愛したい」

　熱情を帯びた悠司の掠れた声が、桜子の胸に染みいってくる。

「悠司さん……」

　痛みはあるが、それ以上に彼が与えてくる優しい言葉と、波のような揺らぎに、桜子の愉悦が高まっていく。

「……あぁんっ……悠司さんっ……ああっ……悠司さっ……」

「これ以上、おれのほうが持ちそうもないな。そんなに可愛く名を呼ばれたら……」

　悠司の歓喜に満ちた表情を目にして、桜子も悦びが増していく。

　彼が腰の動きを速めていった。ヌチュ、グチュという亀頭が肉襞を抜き差しする音と、皮膚同士があたるパシュッ、パシッという音だけが部屋に響く。

「あっ……ぁあっ……ああっ……んん……ダメ、これ以上……おかしく……なっちゃう」

　桜子は艶やかな髪をシーツの上で振り乱し、とめどなく淫らな喘ぎを漏らす。

　悠司の抽送が、これでもかと早くなっていく。

「あっ……」

　硬い切っ先が膣の奥深くに押し込まれた瞬間、ズクンッと彼の肉棒が弾けたような気がした。

　同時に桜子の脳芯も真っ白になってしまう。

　膣内に感覚などないはずだが、膣奥に愛の証を受け、桜子は悦びで汗ばむ肢体を震わせた。

　そのまま快感の渦に飲み込まれて、ぐったりとベッドの上で身体を弛緩させる。

「あ……ぁ……ぁあ……」

　掠れた声しかあげることができない。

　彼が愛の種を放った瞬間、桜子も蕩け落ちてしまっていたから────

「あ……ん……」

　熱い飛沫が、桜子の身体の奥底に広がっていく。

　意識が落ちそうな中、彼の低い声が鼓膜を掠めた。

「おれの子を孕んでくれ。君との愛の結晶を……」







第二章 あなたの愛を信じさせて








　桜子はバニラとムスク、そしてベルガモットとシダーウッドが混じった、エキゾチックな香りで目を覚ました。

「んん……眩しい……」

　小さく呻きながら、ゆっくりと瞼を開く。すると燦々とした太陽の光がベッドを取り巻いていた。

　いつもなら、きちんと遮光カーテンを閉めて寝ているから、こんなに眩しいなんてことはないのに。

　首を回すと、目の前には逞しい裸体の男。夫の悠司である。

「……っ」

　飛び起きると、ハラリとシーツが滑り落ちた。桜子も悠司も一糸まとわぬ裸である。

　慌ててシーツを引き上げるが、つい悠司の見事な肉体美に目を奪われてしまう。

　がっしりとした首に、広い肩幅。厚みのある胸板に、力強そうな二の腕。

　浮かんだ肩甲骨と腹筋がとてもセクシーだ。

　寝顔もとても端麗である。いつもは髪を後ろに流しているが、前に下ろしていると二歳ほど若返って見えた。

　形のいい眉に、高い鼻梁、厚みのある唇も色っぽい。頬骨が少し尖っているが、それが桜子には男らしく見える。

（あらゆる男性の美を集約したら、彼になるのかしら）

　疲れているのだろうか。目の下にうっすらと隈がある。

（彼の仕事が忙しいというのは事実だもの……）

　二年間の孤独を忘れたわけじゃない。離婚の件を取り下げるつもりはない。

　それでも彼を労りたいという気持ちが込み上げ、屈んで顔をのぞき込む。

　突然彼の大きな手が伸びて、桜子の腕を掴むと勢いよく引き寄せられた。

「きゃっ……！」

　大きな胸に抱きしめられて、桜子の顔が真っ赤になる。

　そのまま体位を入れ替えられて、悠司が覆い被さってきた。

　体重をかけないようにしているのか、膝と肘を立てて顔だけを近づけてくる。

「もう！　狸寝入りしていたのね！」

「君がモーニングキスをしてくれると思って待っていたんだ」

「モーニングキスじゃないわ……ふぁ……んん……」

　悠司は桜子の首筋に顔を埋め、歯を軽く立ててきた。

「や……もう、お腹が空いたの？」

　身を捩ってそう問うと、彼の舌がねっとりと白い肌に這わされた。

「そうだな。おれはいつでも飢えているかもしれない」

　低く艶の籠もった声でそう囁くと、なんども桜子の首を甘噛みしてきた。

　チクチクとした痛みを感じるその行為に、ゾクリと感じてしまう。

　両足の奥が疼いて、桜子は無意識に腰を揺らす。

　桜子が感じていると知られてしまっただろうか？　恥ずかしくて、桜子は瞼を伏せる。

　彼の唇は、桜子の耳下から頬に移動し、唇をなんども啄んだ。

「じゃあおれのほうからモーニングキスをしてもいいか？」

　真摯な顔でそう問われ、桜子は返事ができずにいた。

　彼は気にしたようすもなく、桜子の小さな唇に自分の唇を重ねてくる。

「んん……ふ……ぁ……あん……」

　桜子の太ももに熱く硬いものが押しあたってくる。

　身体をずらそうとしたが、彼は大きく滾った肉棒をグニグニと腰や太もも、割れ目に擦り上げてきた。

　どうも、わざとやっているのではないだろうか。

「ふぁっ……」

　唇が離れたので、顔を真っ赤にして目線を向ける。悠司は意地悪そうな顔で見返していた。

「悠司さん……も、もう……」

「はは……これくらいにしておくか」

　意地悪をした自覚があるのだろう。彼が楽しそうな顔で笑っていた。

　悠司は起き上がると、ベッドから下りて裸体のまま窓の前に立った。

　リバーサイドに建つタワーマンションの四十八階。周囲は高層マンションばかりとはいえ、絶対に誰からも見られないとも限らない。

　ガウンを手に取ると、彼の背に近づき肩にそっとかける。

　悠司は肩越しに桜子を見ると、陽光の煌めく中、小さく微笑む。

「ありがとう」

　礼をいわれて桜子は恥じらいの表情で俯く。

「さて……と」

　悠司がガウンを翻して、リビングへと足を踏み入れる。

　桜子もガウンを羽織り、腰紐を結ぶと遅れてリビングに向かった。

（いつもみたいに、今日も夜遅くまで仕事かしら。それとも明日にはニューヨークへ行ってしまうのかしら）

　悠司はテーブルの上の離婚届用紙を目にすると、低くうーんと唸って腕を組んだ。

（だったらどこかでサインをもらわなきゃ）

　一夜、身体を重ねたからといって、それですべてが許せたわけではない。

　桜子がテーブルの上の紙を手に取ろうとしたとき、彼が突然こんなことをいい出した。

「桜子。今からハネムーンに行こう」

「え？　今から？」

「ああ。パスポートはあるだろう？」

「学生のときに取得したものが……でも、用意もなにも……」

「どこかで買えばいい。タヒチかフィジーか……いや、モルディブがいいな」

　なぜ突然ハネムーンなどいい出したのだろう。

「待ってください。わたしは行くなんて……」

「君が、ハネムーンに行ってないと訴えてきたんじゃないか。妻の要望を聞くのは夫としての務め。早速実行させてもらう」

　悠司の見解が桜子には理解できなかった。

　今さら妻の要望を聞くのが夫の務めだと？　これまでさんざん桜子のことを放置してきたというのに？

「二年間、放置していたひとのいいぐさですか！　あなたは新婚初夜にわたしをひとり置いてニューヨークに行ってしまったんですよ！」

　悠司にとって桜子は御しやすい妻なのだろう。文句もいわず、大人しく、黙って待っているだけの存在。

　桜子の寂しかった気持ちなど、どうでもいいのだ。

　文句をつけてきたから、とりあえずハネムーンに連れていけばいい。そう考えているだけかもしれない。

　冗談ではない。桜子にだって感情はある。

　桜子はキッと睨みつけて、悠々としている悠司を睨みつける。

「そのときにおっしゃったんです。戻ったらハネムーンに行こうと。もう一度いいます。二年前です！　二年前！」

　これ以上、彼の都合に振り回される人生は送りたくない。

　ズルズルと流されて、適当に躱されて、また寂しい思いをするのはまっぴらだ。

「もう待ちくたびれました。今さらハネムーンといわれても納得いきません」

　悠司は無言で、桜子の訴えを聞いていた。

　そして口を開いたと思ったら、やはり桜子の意見はさらっと無視してきた。

「二年も待たせて悪かった。モルティブでまとめて挽回させてくれないか？」

「……は」

　冷静沈着な態度と口調である。どんなに叫んでも、彼は感情を揺さぶられないようで、桜子は脱力しそうだ。

　ふうと嘆息すると、諦めにも似た感情でこう告げた。

「戻ったら離婚してください。それがハネムーンへ行く条件です」

　悠司は、これ以上ないというくらい晴れやかに微笑んだ。

　彼の笑みが、二年間の心の隙間を埋めてくれるわけではないのに。

　それでも幸せだったあの瞬間に、ほんの数秒だけ戻ったみたいで、桜子の感情だけがあっちへこっちへふらついてしまう。

「いいだろう。君の心も身体もメロメロになるまで愛してやる。離婚などと、二度と口にしたくなくなるほどにな」
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　ショルダーバッグに、パスポートとカードの入った財布、そして家の鍵と携帯電話、ハンカチだけを詰めて、マンションをあとにした。

　服装もシンプルな白のブラウスに菫色のフレアスカートといった、普段の服装だ。

　悠司の運転する白のセダンは、歴史あるイタリアメーカーの高級車である。

　あまり車に興味のない桜子だが、スポーツカー仕様のセダンは悠司にとても似合っていると思った。

　風を切って、空港までの高速道路を軽快にひた走る。

　車窓から見えるのは、海と空がどこまでも続く湾岸線。

　チラと悠司を見ると、彼はとてもラフな服装をしていた。

（白いＴシャツとデニムとスニーカー。初めて見る格好だわ）

　櫛は入れているようだが、髪をきっちりまとめておらず、毛先が跳ねている。

（なんだか……ワイルドですてき。髪型も若く見えて可愛い……）

　と思ったところで、頭を左右にブンブンと振る。

（ダメよ！　ダメ！　絆されやすいんだから！　懲りたでしょ？　二年間の孤独を忘れちゃダメ）

　そう自分で自分を戒めるが、心のどこかで一縷の希望が頭をもたげている。

　もしかしたら今度こそは、桜子を大切にしてくれるのではないかと────

（早計はダメよ。モルディブから帰ってきたときに、もう一度考えたらいいわ）

　悠司を見つめすぎたせいか、彼が困ったような、照れたような顔を向けた。

「桜子」

「な、なに?!」

　突然名を呼ばれて、裏返った声で返事をしてしまう。

「あんまり見つめないでくれないか」

「え？」

　いわれて自分がわりと長い時間、彼を注視していたと気づく。

「熱い視線で気が散ってしまう。桜子を助手席に乗せているから、絶対に事故りたくないんでね」

「ごめんなさい。その……ええと、いつもと違う服装が気になって。その……」

　恥ずかしくてゴニョゴニョと妙な釈明をしてしまう桜子を、前方を向いたままで彼がははっと笑った。

「あとで好きなだけ見つめ合おう。ゆっくりと、じっくりと」

「……見つめ合う？」

　こんな甘い言葉を口にするひとだったろうか。

　ふと脳裏に、悠司が発した過去のセリフが蘇る。

『まだまだこれからだ。もっと幸せにしてやる。誓うよ』

『おれたち、世界一幸せな夫婦になろう』

　思い起こせば、初夜は甘いセリフの連続だったような気がする。

　少しずつ、ほんとうに少しずつだが、桜子は結婚した頃の悠司を見いだせているような気がした。
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　空港に到着したら、まず保険検査場でのセキュリティチェックに向かい、税関検査、そして出国検査を終えた。

　そのまま国際線ビジネスジェット専用ターミナルへ向かうのかと思ったのだが、悠司は免税ショップへと足を踏み入れた。

　化粧品や香水、酒、タバコといったよく見る商品から、電化製品、美容器具といった日本のお家芸という品までよりどりみどりだ。

　高級ブランドのサングラスや腕時計、バッグ、アクセサリーまでが揃い、デパート並の品揃えである。

「買い物をするか。モルディブは太陽がきついぞ。日焼け止めや化粧品、サングラスも必要だろう」

「ええ。まあ……そうね」

「衣類も必要だな。おれも君も着替えの一枚もないことだし」

「それはあなたが、なにも持たずに出ようというから」

「そうだな。現地でも調達できるが、気に入ったものがあればここで買っておこう」

　そういうと悠司は次々と商品を購入していった。

「このスカーフと、その白いワンピース。ああ、そのサンダルも買うか。桜子、試着してみるか？」

「ええ……」

　彼の選んだ商品は、ほとんどが桜子のものであった。

　そしてセンスもよかった。桜子のほっそりとした身体に、どれも似合っている。

　ほかには、つばの広い帽子に、可愛らしい籠製バッグを悠司は購入した。

「すべてビジネスジェット専用ゲートに運んでくれ」

　女性店員が小さく頭を下げると、商品の入ったいくつものショッパー袋を移動用のカートに移した。

「ほかになにか必要なものはあるか？」

「じゅうぶんよ。ありがとう」

　桜子が礼をいうと、悠司が満足げな表情を見せた。

「どういたしまして。そろそろゲートに向かうか」

「待って。あなたのものを、なにも買っていないわ」

「いわれてみればそうだな」

　桜子のことばかりを気にかけて、自分のことをすっかり忘れてしまったのだろうか。

「……まあ、Ｔシャツ二枚とデニムくらいでいいか」

「わたしの身の回りのものはあんなに買ったのに？　時間に余裕があるなら、買いましょうよ」

　桜子がそう訴えると、悠司が嬉しそうな顔をした。

「じゃあ桜子が選んでくれるか？」

「わたしが？」

　無関心な扱いをされた二年間、彼と一緒に買いものをしたこともなければ、ネクタイのひとつも選んだことはない。

（どうしましょう……わたしたち、普通の夫婦がしているようなことをしていないもの。服を選ぶにも悠司さんの好みが一切わからない）

　だが、これはいいチャンスかもしれない。

　離婚する前に、なにか記念になるできごとを残しておきたい。

　悠司の服を選ぶことは桜子にとってよい思い出になるだろう。

「じゃあ、まずは……」

　桜子は麻素材の軽いジャケットと、お揃いのハーフパンツを選んだ。

「こういうのはどうかしら？」

「いいね。おれの好きな色だ」

　ほかに鮮やかなブルーカラーのＴシャツ、スウェット素材のパンツに、サングラスを購入した。

　その足で、順に別の店を見回ってみる。しばらくウィンドウショッピングをしていたら、カジュアルなメンズショップで見つけたサンダルが気に入った。

「このサンダル、遊び心があって可愛いわ。リゾートにふさわしいかも」

　高級なものではないが、このエスニック柄のサンダルは悠司に似合いそうである。

　悠司もそのデザインが気に入ったのか、色違いで桜子の分も一緒に購入した。

「これで向こうに着いた早々スコールが降っても大丈夫だな」

　モルディブの天気は変わりやすく、この時期は突発的に大雨が降る。彼の心配はあながち的外れでもない。

「そうね」

　ふたり並んで歩いていたが、カジュアルなアクセサリー売り場の前で、ふいに桜子は足を止めた。

　悠司もつられたように動きを止める。

　アクセサリーショップの棚に、バロックパールと貝殻を麻糸に組み合わせた、海の香りがしそうなネックレスが飾られていた。

　興味がそそられたので、それを手に取って、まじまじと見る。

　悠司の選んだワンピースは、胸もとが大きくＶ字に開いており、袖と裾にたっぷりのフリルレースがついていた。

　この貝殻のネックレスをワンピースに合わせれば、眩しい太陽と真っ青な海に映えるだろう。

（でも山ほど買いものをしたし、リゾート地でしかつけないかもしれない。可愛いけれど買わないほうがいいわね）

　悠司がそのネックレスを、すっと取り上げた。

「これがほしいのか？」

「ええと……」

　正直なところ、普段使いするようなネックレスではない。子どもっぽいような気もする。

　ただ悠司の買ってくれたワンピースに合いそうだと思っただけだ。

　悠司が選んでくれたワンピースに────

「ええ。ほしいの。買ってくれる？」

　申しわけなさそうに小声でそう返すと、悠司が嬉しそうに笑った。

「ああ。君のお願いなら喜んで」

　彼はレジに向かうと、そのネックレスを精算した。

　そのネックレスは専用ゲートに送らなかったようで、手にしたまま桜子のもとへ戻ってきた。

「つけてあげるよ」

　そういうと彼は、桜子の後ろに回り、ふわりとネックレスを首にかけた。

「ありがとう……」

　顎と首筋に、彼の長くて形のよい指が掠めてくる。

　わざとではないだろうが、桜子は緊張で耳まで真っ赤になってしまう。

（昨夜から胸のときめきが追いつかない。久しぶりすぎて……）

　桜子の胸もとで、貝殻同士があたり合うシャラ……とした音がした。

「似合うな。うん。桜子の見立ては最高にセンスがいい」

　ほんとうだろうか？　桜子は白いリゾートワンピースに似合いそうだから買ってほしいとお願いした。

　このブラウスとフレアスカートという現実味のある服装に、貝殻とバロックパールのネックレスがマッチするとは考えにくい。

「大袈裟ね。それにこの格好じゃネックレスのよさが半減じゃない？」

「そんなことはない。桜子はどんな格好でも可愛いし、なにを身につけても清楚だ」

　真顔で手放しの賛辞を受け、照れる前に過去を思い出してしまった。

　お見合いの場で彼が口にしたこの言葉。

『どんな格好でも、どんな姿でも、桜子さんはとても美しく清らかです』

　桜子の頬がピンク色どころか、熟れた林檎色にまで染まっていく。

「ん？　顔が赤い。熱じゃないだろうな」

　悠司が、桜子の額に大きな手をあて、自分の額にもあてる。

「特に体温が高いわけでもなさそうだが」

「大丈夫よ。ちょっと暑いだけ」

　桜子は悠司の手を取って、そのまま筋肉質な二の腕に指を絡めた。

「行きましょう。あまり待たせてもよくないですから」

「そうだな」

　専用ターミナルへと続くレーンを、ふたり並んで歩いて行く。

　焦っていた桜子は、滅多に見られない悠司の変化を見逃してしまった。

　彼が桜子と同じように耳まで真っ赤であることを。
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　本来であればプライベートジェットを利用する場合、許可申請やクルーの手配、提出書類の関係で数日かかる。

　しかし悠司の場合は帰国したばかりなので、それらの手配は一部省略できた。

　国際線ビジネスジェット専用ターミナルの専用ラウンジ。

　悠司が手続きをしている間、桜子はコーヒーを飲んで心を落ち着けていた。

　ほかにプライベートジェットを利用する客はいないようで、ラウンジスタッフと桜子しかいなかった。

「あ……」

　コーヒーをテーブルに零してしまい、バッグからハンカチを取り出した。

　そのハンカチは、悠司が桜子の手を巻いてくれたもの。宝ものとしてずっと離さず持っていた。

（離婚しようとしている相手のものを、後生大事に持っているなんて、わたしも未練がましいわね）

　汚したくなくてためらっていたら、ラウンジスタッフの女性がささっとテーブルの上を拭き取ってくれた。

「ありがとうございます」

　ラウンジスタッフは、冷めたコーヒーカップを下げて、新しいコーヒーカップをテーブルの上に置いた。

　新しいコーヒーを飲んでいると、悠司が戻ってきた。

「桜子。準備ができた。行こう」

「はい。コーヒーごちそうさまでした」

　ラウンジスタッフが一礼し、桜子と悠司を見送る。

　ラウンジを出て空港内走行専用車に乗り込む。数分でプライベートジェット駐機場へ到着した。

　専用車から降りると、ちょうど免税店の荷物が貨物収納庫に入れられているところであった。

　タラップの前にふたりの男性が立っている。

　うちのひとりが肩に四本線の入った肩章をつけているから機長であろう。隣の三本線の男性は副操縦士になる。

「小山内さま。本日の機長を務めます。よろしくお願いします」

　無精ヒゲをはやした渋めの男性が手を差し出した。悠司と握手をしたあと、桜子に微笑を向けてくる。

　桜子も同じように、握手のため手を差し出そうとしたら────

「時間がない。乗り込むぞ」

　悠司の低い声に、機長との握手を遮られる。

「え？　あ、はい」

　彼は桜子の肩を抱きしめると、タラップを昇ってしまった。

（時間がないって……買いものに時間をかけすぎたからじゃないの？）

　革張りのソファに座り、シートベルトを装着する。プライベートジェットが空を飛び立つと、あっという間に雲が眼下に広がった。

　しばらくするとキャビンアテンダントが、テーブルにシャンパンや美味しそうな料理を並べ始めた。

　実のところ朝食を食べずにマンションを出たので空腹だった。

　悠司が自ら、桜子のシャンパングラスに注いでくれる。

　先ほどは妙な態度を取った悠司であったが、目の前の彼は優しい笑みを浮かべていた。

　シュワシュワと気泡が立ち上り、フルーティーな果実の香りが漂ってきた。

　クリスタルガラス製のワイングラスをカチンと鳴らす。

　ゆったりとソファにもたれ、ワイングラスを掲げる悠司が王者の風格を見せる。

「桜子との楽しいハネムーンに乾杯。到着したら、もっと楽しいことをしよう」

「乾杯……」

　返す言葉が見つからず、桜子は小さくそう呟くだけであった。

　しばらくカナッペや生ハム、スモークサーモンのサンドイッチをつまみに、シャンパンを楽しむ。

（アルコールが回るのが早いわ。お腹が空いていたし、空を飛んでいるときは酔いやすいというのもあるけど）

　悠司は、ずっとアンチョビとブラックオリーブでシャンパンを飲んでいる。

（アンチョビとブラックオリーブが好きなのかしら。わたし、夫の好物も知らなかったのね。戻ったらおつまみとして用意しておかなきゃ……）

　……と考えて、自分は彼と離婚するつもりではなかったかと振り返る。

（ハネムーンが終わったら離婚する約束じゃない。夫婦生活がなくなるんだから、悠司さんの好物を知る必要も、買うこともないわ）

　そう考えて、寂寥感が胸を通り抜けていく。

（もう……後悔しないと誓ったでしょ。ひとりぼっちの夜はいやなの。たった二日で彼が変わるわけがない。そのうち化けの皮がはがれるわ）

　無言でシャンパンを飲んでいると、アナウンスが流れた。

『機長より、プライベートジェット便のご搭乗を心よりお迎え申し上げます。当機は現在高度三万三千フィート上空を時速四百マイルで順調に飛行中でございます』

　機長の渋い声が、機内に響く。

『飛行中の天候は良好、追い風の影響もなく、当初の予定どおり十二時間後、目的地モルディブに到着いたします。マーレ国際空港までごゆっくりおくつろぎくださいませ』

（機長は渋いハンサムな男性だったわね。ええと……イケオジというの？　なんだか悠司さんのさっきの態度、へんだったわ。なにが気に入らなかったのかしら）

　これ以上酔いたくなくて、シャンパングラスをテーブルに戻す。

「どうした、桜子。なにを考えている」

「なにを、とは……」

　悠司の機長に対する態度が彼らしくないということくらいしか考えていない。

「機長のことでも考えていたのか？」

　そう問われて、桜子は驚いてしまう。もしかして彼は心が読めるのだろうか。

「え！　なぜわかったの？」

　焦る桜子に、悠司が機嫌の悪そうな顔を向ける。

（あら……？　なに？　その顔……）

　だが突然謎の微笑を向けられて、さすがに困惑してしまう。彼の感情の変化についていけない。

「悠司……さん？」

　悠司はグラスに半分ほど残るシャンパンを、ぐいと勢いよく煽った。

　起ち上がると、桜子の横に立ち手首を取る。

「はい？」

「隣にベッドルームがある。休もう」

　先に悠司のほうが酩酊してしまったのだろうか。

　桜子も起ち上がり、彼と一緒にベッドルームへと向かう。

（疲れたのね、悠司さん。時間が早いけど、わたしも疲れたことだし、少し眠ろうかしら）

　キングサイズの重厚なベッドが備え付けられており、クッションも枕もふたつ置かれていた。

　どうやらベッドは、これひとつだけのようである。

　一緒に寝ることになるが、酔っている悠司は爆睡するかもしれない。

（わたしはベッドのすみのほうで寝るか、さっきのソファを倒して寝ればいいわ）

「桜子は、ああいったタイプの男が好みなのか？」

　ベッドの横でそう考えていたら、突然悠司がそう聞いてきた。

「え？　誰のことをおっしゃっているの？」

「機長だ。年上で顔もよくて、日本を代表する航空会社の元機長という華々しい経歴。だが、ああいうタイプはやめたほうがいい。きっと泣かされるぞ」

　理解不能な問いに、桜子は面食らってしまう。なぜ突然、機長がタイプという話が出てくるのか。

「……悠司さん。ほんとうになにをおっしゃっているの？　理解できないわ」

　機長は確かにイケオジで、おじさま雑誌のモデルのような雰囲気を醸し出していたが、桜子の好みでもなんでもない。

　好みのタイプをあえてのべろというのなら、それはまさしく悠司だ。

　しかし桜子はそうと伝える気はない。妙ないいがかりをつけてきた悠司に不信感を持ったからである。

（失礼な話だわ。自分の妻に対し、別の男が好みのタイプだろうなんて）

　桜子のムスッとした表情に、さすがの悠司も焦りを感じたのか慌てて謝罪を口にした。

「悪い。その……気になっているようだったから」

「まったく気にしていません」

「機長のことでも考えていたのか？　と聞いたら、そうだといったのは桜子だ」

「そういう意味じゃありません」

　つんけんした桜子の態度に、悠司の頭に生えた見えない耳が垂れ下がったような気がした。

「悠司さんが妙な態度だから気になっただけです」

「それは……」

　桜子の手首を掴んだまま、なぜかぐぐっと彼の手に力が籠もったので、はっきりとこう告げた。

「手を離してください。痛いです」

「ああ……すまない」

　ぱっと手を離されたら、強く握られていた部分が赤くなっていた。

　悠司もそれに気がついたようで、慌てて手を伸ばしさすさすと撫でてくる。

「桜子の柔らかい肌を強く握ってすまない」

　桜子は彼の謝罪に対し、無視を決め込んだ。

（もう、意味がわからない。機長との握手を邪魔したし、勘違いはするし。挙げ句の果てに好みのタイプかって……）

　そこまで考えて、やっと悠司の挙動不審な態度が腑に落ちた。

（もしかして……）

「嫉妬ですか？　悠司さん」

　彼は憮然とした顔で、肯定の意なのか頷いた。

「そうだ……君がああいうタイプが好きなのかと……」

「だったら最初から機長さんみたいなひとと結婚しています！」

　さすがにカチンときた桜子は、そう大声で返すとベッドにドスンと座り込んだ。

（もう知らない！　ふて寝するわ。モルディブに到着するまで、ひとことも口をきかないんだから！）

　悠司が桜子の横に座ると、申しわけなさそうな顔でのぞき込んでくる。

「悪かった。その……許してほしい。君が興味を持っているようだったから気になってしまった」

　赤くなっている手首を見て、桜子はもっと腹が立ってしまう。

「これまでわたしのことなんて顧みなかったくせに、嫉妬なんて百年早いと思いませんか？　嫉妬したくなければ、わたしをしっかりと捕まえておいたらよかったんです」

「そのとおりだ」

　悠司は桜子の手を取ると、そっと自分の唇に近寄せた。

　チュッと音を立てて、赤くなった皮膚に唇をつける。

　そんな優しい仕草で許すわけがないと、彼を睨みつけようとしたら────

「ひゃん……」

　形のいい赤い舌が伸び、ヌルリと桜子の手のひらを舐め上げた。

　人差し指、中指、指と指の間、手の甲まで、悠司がヌルヌルと舐めてくる。

「悠司さん……ちょ……舐めるなんて……」

「お詫びだよ。貞淑な君を疑った謝罪の気持ち」

　そういい、なんども指を舐めてくる。手を舐めることが謝罪なんて、淫猥すぎる。

「もう、いい……ぁ……」

　指への愛撫だけでゾクゾクと感じてしまい、桜子は息を呑んで、二の句が継げなくなる。

　彼が真摯な眼差しで桜子を見つめてきた。

「それともおれを罰したいか？」

「そんなわけ……」

　悠司が桜子の小指を加えると、カリッと歯を立てた。

「いた……」

　突然小指を噛まれて桜子は驚くしかない。彼の行動の意味が理解できなかった。

「これでおれを罰したくなったんじゃないか？」

「あなた……罰を与えてほしくてやっているの？」

「まさか。おれがほしいのは君の愛だ」

　小指に輪状の噛みあとをつけた彼が、ご満悦にふっと笑った。

　まじまじと指を見て、自分の頬にあててスリスリとしてくる。

「小指にも指輪をはめたみたいだな」

　外せずにいる薬指のダイヤモンドリングと小指を交互に見て、彼がそう口にした。

　悠司の行動の意図が読めなくて、桜子はもうなにもいえなくなる。

「君をおれの愛欲だけで縛りつけられたらどんなにいいか」

　今さら妙な独占欲を見せられて、桜子としても当惑させられる。

（遅いのよ……二年前だったらよかったのに……）

　悠司が指を舐めながら、桜子の背中を上下に擦ってきた。

　その手が下方にずれ、スカートの上から尻を撫で回す。

　ときおり大きな手のひらで尻を揉まれ、そのたび驚きでピクンと身を弾ませてしまう。

「ねえ、さっきからなんなの？　酔っ払っているの？」

「あの程度の量で酔うはずがない」

　酔っていないといいながら悠司は、桜子の指や手の甲に唇を這わし、尻を揉みしだくのをやめなかった。

　そのうち、スカートの中に彼の手が伸びた。ショーツをかき分け、薄い茂みの奥へとたどり着く。

　秘裂を指で割って、媚肉に指がヌルヌルと這わされる。

「触らないで……」

　男の節くれたった指で、熱く充血した媚肉を上下に擦られる。

「濡れてきた。ほら」

　悠司が恥ずかしいことを口にするので、桜子の顔が真っ赤に染まってしまう。

　つつ……と彼の指が割れ目をたどって、濡れそぼった膣口をヌチュヌチュと嬲る。

　その淫猥な音を聞いて、桜子が羞恥で身を捩った。

「それは、あなたが……指を……」

　桜子の指を舌で愛撫するから、こんなに感じてしまったというのに。

　恥ずかしくていえないが、下腹の奥あたりがきゅんと軋んでいた。

　次から次へと蜜が溢れ出てしまい、それを隠したくて太ももをしっかりと閉じようとした。

　しかし悠司の手が離れないので、柔らかな内股で挟んでしまうことになる。

「もっと弄ってほしいのか？　愛しい君の望むままに……」

　感じやすい膣孔あたりを、指のはらでヌルヌルと弄られ、彼の指が奥を暴こうとした。

「ここをたくさん愛してあげるよ」

「あ、あの……わたし……」

　昨夜、なんども与えられた悠司の硬く滾った欲望が記憶を巡る。

　荒い吐息、汗とフレグランスの香り、逞しい肉体に追い立てられ、腰を振られて意識がグチャグチャになるほど感じてしまった。

　あまりに激しい情交だったので、桜子の女性部分がまだ熱を残している。

「その……昨夜、初めてだったから、その……」

　いいよどむ桜子に、悠司が首を傾げて見返してくる。

「あなたのが……その、大きかったので、まだ痛みが残っていて……」

　事実、桜子の胎内は、熱く滾った太い肉棒でなんども擦られたことで、まだひりつく痛みを残している。

　処女であったからか、それとも彼の肉棒が激しく動いたからか。

　その両方であろうが、とりあえず今抱かれたら、さらに痛みを加算することになるだろう。

　最後まで説明できずにいると、悟った彼が先にこう告げた。

「そうか。君の身体を労りたいから、ここは抱かないでおこう」

　ほっと安堵した反面、残念な気がして、自分の感情が理解できなくなる。

（わたし、やっぱりへんだわ。どんどん彼に取り込まれていく……このままだと流されてしまうんじゃないかしら）

　そのまま寝るのかと思ったら、なぜか彼がすっと起ち上がった。

　ベッドに座る桜子と向かい合うようにして、恭しい僕のようにその場で膝をつく。

「悠司さん……？」

　桜子の両膝を掴むと、左右に大きく割り広げた。

「ダメっ……」

　愛の蜜でしとどに濡れたショーツが、彼の目の前にくることになる。

　桜子が身につけているショーツはブラジャーとお揃いのデザインで、下着のラインがスカートに響きにくいよう総レース仕様のものを選んだ。

　色は上品なダークパープルだが形はいたってシンプルで、色気もなにもないから逆に見られたくない。

「見ちゃ……」

　悠司はなんの躊躇もなく、顔をそこに近づけてきた。

「感じさせてあげたい。だって君のここ……」

　下着の隙間から入り込んだ彼の指が、媚肉に触れる。

「ほら、こんなにも濡れているだろう？」

　見せつけてきたのは、彼の長く形のいい指にまとわりつく、白い粘着質な液。

　恥ずかしくて顔を背けると、彼の指がふたたび媚肉を弄り出した。

「待って……」

「指と舌で思う存分可愛がってあげるよ。気持ちのいいところがあれば命じればいい。ここを舐めろ、ここを弄れとね。君はおれに罰を与えていいんだから」

「罰なんて与えたくないっていったじゃないの」

　クロッチ部分をクイと横にずらすと、悠司が舌を伸ばしてヌルリと媚肉を舐め上げた。

「んんっ……っ……ふぁ……」

　悠司の肉厚で熱い舌が、桜子の下肢の中心で艶めかしく蠢く。

　逞しい肉体の彼を跪かせ、自ら両太ももを大きく広げ、陰部に奉仕させる。その背徳感にビクビクと身体が打ち震えてしまう。

「ダメよ。あなたは……そんなこと……ぁっ……あぁっ……」

　悲痛な声で訴えると、彼の口淫が激しさを増した。

　グチュグチュ、ヌチュクチュと媚肉を舐めしゃぶる音が響く。

「っ……ダメ、離して……ぁあっ……」

　閉じようとする太ももを彼が押し開き、あられもなく恥ずかしい体勢を強いられる。

「なぜダメなんだ？　ここが……」

　ヌルッと大きく舌を動かし、膣の挿り口付近を集中して舐め始めた。

「まだ痛みを残しているといっていたじゃないか。おれの責任だろう？　労ってなにが悪い」

　誰よりも雄々しく、誰よりも屈強で、誰よりも知的で、王者の風格を持つ悠司に、汚れた場所を舐められるのは恥ずかしい。

　それに明るい場所で、秘所をまじまじと見られるのも耐えがたい羞恥だ。

「だって……ぁあんっ……そんな、とこ……いやぁっ……ひゃぁ……んん……」

　彼の舌が巧みに、そして淫猥に動き、桜子は快感と羞恥に苛まれる。

「はぁ……ダメと……お願い……あぁんっ……」

　そう叫んでみるが、気持ちよくて強く否定できない。

　悠司が舌先を尖らせ、敏感に勃っている突起をムニュムニュと押し潰した。

「ひゃぁあぁぁぁんっ……！」

　両脚をビクビクと震わせ、絶頂に導かれそうになると、追い打ちとばかり唇で肉芽を咥えられてしまった。

「あっ……あぁっ……」

　あまりの愉悦に桜子は小さく達してしまい、四肢を震わせた。

　だが悠司は淫靡な行為をやめなかった。

「ひぃんっ……！」

　そのままジュルと強く吸い上げたり、舌先で突いたりを繰り返す。

　敏感な神経が集まっているそこは、もう熱くて痺れて堪らない。

（あぁ……奥が……疼く……）

　痛みがあるから挿入しないでほしいと願ったのは桜子だというのに。

　下腹の奥、膣から子宮にかけてが、切なくてむず痒くて、どうしていいのかわからない。

（ほしい……でもまだ違和感があって……あぁ……もう……）

　悠司の舌が、媚肉から花芯から、肉芽から膣への挿入口まで、桜子の淫らな部分をヌルヌルと容赦なく舐め回す。

「ぁあっ……いぃ……いいの……ぁあっ……」

　桜子は、もうダメもイヤも口にしなかった。無意識に催促するような言葉を発してしまっている。

　身体が熱く昂ぶってくる。激しく息を乱し、快感で四肢を震わせた。

　感じすぎて、両脚を開いたまま背を弓なりに反らしてしまう。

「はぁ……ぁあん、いい、いいの……はぁ……んんっ……」

「どこがいい？」

　彼の吐息が敏感な突起を刺激するから、桜子はブルブルと下肢を震わせた。

「ここか？」

　舌先が、媚肉を小刻みにチロチロと舐めしゃぶる。その細やかな動きが桜子の快感を高めてきた。

「んん……そこ……ぁんっ……いい、いいの……」

「ここだな」

　悠司がチュプッと卑猥な水音を立てて、舌を大きく蠢かした。

「ぁあんっ……そ、そう……そこ……いい……」

　チュプチュプといかがわしい濡れた音を響かせ、悠司が敏感な突起を舌と唇で愛撫する。

「さあ、おれに命じてくれ。桜子、もっと舐めてくれと」

　低く甘い声の誘いに、桜子の理性がグズグズに崩れていく。

「はぁあんっ……」

　アンモラルな誘惑に、羞恥の枷が外れてしまう。

「もっと、もっと舐めて……お願い……っ……」

　悠司の目が眇められ、口角が上がったような気がした。

　ヌチュグチュと秘所を激しく舐め始め、桜子は声にならない嗚咽を漏らす。

「ぁあっ……んんっ……んぁっ……」

　耐えきれなくなった桜子は、彼の髪に指を絡ませ、全身を震わせて絶頂を迎えた。

「ぁあああっ……あぁあっ────」

　ジュルル……とひときわ大きな音を立てて、悠司の唇が強く肉芽を吸い上げる。

　桜子は背からシーツに倒れ込み、そのまま意識を失ってしまった。







第三章 南国の熱風に身も心も浮かされる








　モルディブのマーレ国際空港に到着したのは明け方で、まだ周囲は薄暗かった。

　宿泊する水上ヴィラへは、スピードボードか、水上飛行機での移動となる。

　悠司の準備は万端で、到着したら乗れるようにと水上飛行機を手配していた。

　水上飛行機は文字どおり、水上にて離発着する飛行機のことだ。主に飛行場が海の孤島となっているリゾート地で多く利用される。

　日の出から日の入りまでの、太陽が出ている間しか運航されないので、まだ少しだけ早かった。

　水上飛行専用ターミナルに移動すると、ヴィラスタッフが現れ、荷物をすべて水上飛行機へと運んでくれる。

　桜子と悠司は、水上飛行機の機体チェックと、太陽が顔を出すのを待つため、専用ラウンジへと向かう。

　南国らしい開放的なラウンジ。コーヒーと焼きたてのクロワッサン。ほかにブラウニーにマフィンといった菓子類をいただくことにした。

　日本とモルディブは四時間ほどの時差しかないので、コーヒーと軽食でじゅうぶん時差ぼけを解消できる。

　仕事のできる男はロスタイムがほとんどないというが、悠司の手配は完璧といえた。

　桜子の目から見て、すべてにおいて無駄がない。

「用意周到なのね」

「君がプライベートジェットで寝ていたときに全部やっておいたんだよ」

　桜子の顔が、気恥ずかしさで赤く染まる。

（感じすぎて気を失っちゃったとき？　やだ……彼のほうが疲れているのに、わたしが熟睡しちゃったわ）

　強引にハネムーンへと連れ出されたとはいえ、なにからなにまで悠司の世話になっていることに気が引けた。

　几帳面で真面目な桜子は、悠司に礼をいいたくて小さな唇を開く。

「あの……いろいろと、ありがとう」

　桜子の感謝に、悠司は少しだけ驚いた顔をした。

「これまで君になにもしてあげられなかった。当然のことだよ」

「悠司さん……」

　悠司はコーヒーカップをソーサーに戻すと、優しい笑みを浮かべる。

「ホテルに到着したら、もっと君にサービスさせてもらうよ。いやだといってもおれを止められないからな」

　彼の口調に淫猥な含みがあるような気がして、桜子は困り果ててしまう。

　しかし望んだのは、悠司との新婚らしいハネムーン。

　おそらくこの状況が桜子の夢だったのだから。

　桜子はコーヒーをひとくち含んだ。

　ブラックコーヒーなのに、なぜかほんのりと甘みを感じた。

　朝食を食べ終わった頃、現地スタッフが現れ、悠司になにやら告げた。

「水上飛行機が飛べる時刻になったらしい。行こう」

「はい。悠司さん」

　起ち上がって一緒に、桟橋へと向かう。

　水上飛行機越しに、眩しい朝陽が顔をのぞかせている。

　なん機もの水上飛行機が波の上に浮かんでいたが、悠司は一番大きなそれへと足を向けた。

　どうやらＶＩＰ専用機体をチャーターしたらしい。

　水上飛行機は飛行機と違って乗れる人数が少ない。大きめとはいえ二十人乗れるかどうかだ。

　ＶＩＰ専用でもさほど天井は高くなく、座席も小さめ。エンジン音もよく響く。

　だが水上飛行機は、まるでここは天国かというくらいの絶景を窓から楽しめる。

　天国に一番近い島はニューカレドニアだというが、モルディブも負けていない。

　日本ではありえないほどの碧い海に、桜子は目を瞠る。

「まあっ……きれいっ……！」

　インド洋の真珠と呼ばれるモルディブ────

　藍色の絵の具を溶いたような深瀬と、鮮やかなブルーの浅瀬が、まるで絵画のように美しい。

　珊瑚地帯なので、そのような色彩になるという。

　珊瑚礁と、多くの魚が泳いでいるのが肉眼で確認できる。

　早朝だというのにシュノーケリングを楽しんでいるひとたちも見つけた。

「あれだと魚を近くで見られるかしら」

「マリンスポーツがしたいのか？　桜子のイメージにないんだが」

「運動は苦手だけど、わたしだってときには身体を動かしたいわ」

　そう返すと、悠司が目を見開いて驚いた顔をした。

「じゃあ水着とラッシュガードを買わないとな」

　スタイルに自信はないし運動だって苦手だが、シュノーケリングにはトライしたかった。

　悠司の予約した水上ヴィラは、ひとつの島をひとつのリゾートホテルのみが運営するという、一島一リゾート形式であった。

　この島には十数棟しかヴィラが建っておらず、ひとかげもほとんどない。

　部屋から直接海に入れる階段や、海を眺められるプライベートプールにジャグジー。

　熱帯植物と白い砂浜に囲まれ、陸の楽園のような場所だ。

　驚くべきことに案内されたのは、アクアヴィラという地下にベッドルームがある部屋であった。

　ベッドルームの大きなガラス面から見えるのは、砂浜ではなく水中の景色である。

「まあっ……すてき！　可愛いお魚がたくさん見えるわ。珍しい部屋ね」

　悠司が照れくさそうにカリカリと頭をかく。

「桜子がシュノーケリングをやりたがるとは思っていなかったから、この部屋にしたんだ」

「どういう意味？」

　首を傾げて、彼に問うてみる。

「モルディブにきた以上、水中で魚を見ないと面白くないだろう？　桜子はマリンスポーツをやりたがらないと勝手に思っていたんだよ」

　あながち間違いではない。桜子はインドア派で読書や手芸などが好きだ。

　それを知っていたから、このような部屋を選んでくれたというのか。

　悠司が申しわけなさそうな顔をしているが、桜子は責める気などない。

　悠司が桜子のことを考えてくれた。それだけで心が浮足立ってくる。

「ありがとうございます。悠司さん。わたし、とても嬉しいわ」

「そうか……よかった」

　ふふっと桜子は嬉しい笑いを零す。

　こんな彼の表情を見るのも悪くない。悠司と一緒にモルディブにきてよかった。

　桜子は、心からそう思えた。
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　モルディブは、インド洋に散らばる千以上の島々から構成される群島国家である。

　つまりはショッピングをするには、繁華街のあるマーレ島へ行かねばならないのだが、水上飛行機かスピードボード、または小型飛行機に乗って向かうことになる。

　到着早々マーレ島に戻るよりも、ホテルのブティックのほうがいいだろうと、悠司はスイムウェアを部屋に取り寄せた。

　桜子が疲れているからという配慮かもしれない。

　えてして海外のスイムウェアというのは大胆である。ずらりと並べられたスイムウェアは、桜子の体型では着こなせそうになかった。

（ラッシュガードだけでいいわ。こんな露出の激しい水着なんて無理よ）

　桜子の思いとは裏腹に、悠司がいくつかのスイムウェアを選んでしまった。

「悠司さん。待って、そんなの……」

　どれも派手なビキニセットだ。とかく生地面積が小さく肌の露出が多い。

　ヒップが半分出てしまうビキニショーツもあり、桜子は購入を引き留めようとした。

「悠司さん。この水着はどれも恥ずかしいわ。買うのは待って」

「いいじゃないか。ここは日本じゃない。普段は着ないようなデザインのほうが面白いだろう？」

　普段は着ないような面白いスイムウェアを着るのは桜子だ。悠司が決めることではない。

　そう訴えかけて、男性用のとあるスイムウェアに目がいく。

（そうだわ……！　そこまでいうのなら……）

「わかりました。交換条件をのんでくだされば、悠司さんの選んだ水着にします」

「君は交換条件が好きだな。いいぞ、桜子が提示することなら、なんでものんでやる」

　桜子はにっこりと微笑んで、一枚の男性用スイムウェアを指さした。

「……え」

　さすがの悠司も一瞬たじろいだ。桜子はわざとらしく微笑む。

「わたしにきわどい水着を着ろと勧めたのですから、悠司さんもこれくらい穿いてくださいますよね？」
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　桜子はドレッサールームで、悠司の選んだスイムウェアを着用して姿見の前に立つ。

「これは……扇情的だわ。危険だわ。色っぽいなんてものじゃないわ」

　胸もとが大きく開いたホルターネック三角ブラに、食い込みの激しいビキニショーツ。

　ビキニのサイドは紐になっており、水中で引っ張られたらあっという間に流れていってしまうだろう。

　カラーは黒一色だが、形が形なだけによからぬ情欲をそそり立てる。

　しかし悠司が桜子の要望を受け入れたのだから、着るしかない。

「似合っているとは思えないけど、しかたがないわ」

　ふうと息を吐き、諦めてドレッサールームから出る。

「おれも穿いてみたんだが」

　悠司は桜子よりきわどい水着を着用することになってしまった。

　さぞかし決まりが悪そうに、もじもじしているに違いない。

　……という桜子の読みはまったく外れてしまった。

「どうだ？　似合うか？」

「ええ……」

　桜子の選んだ男性用スイムウェアは、はっきりいって桜子のビキニよりセクシーであった。

　サイドには紐が二本だけ、後ろはメンズなのにＴバックという、衝撃的なまでに艶っぽい。

　いったい、どこの国のどのような男性がこれを穿くというのか。なぜこんなデザインのスイムウェアがホテルショップに売られていたのか。

　あれこれ考えてもしかたがない。

　とりあえずわかっていることは、その色情を感じさせるスイムウェアが、恐ろしいまでに悠司に似合っていることだ。

　悠司の広い肩幅、厚みのある胸。脇から腰に向けてのキュッと締まったライン。くっきりと浮かび上がる腹筋から腰骨までに、危険なエロスを感じてしまう。

　それだけではなく────

　桜子は顔を染めて、目線を横に逸らす。

　股間の盛り上がりまで男のフェロモンたっぷりで、彼は存在しているだけで強烈なまでのインパクトを与えてきた。

「なぜ顔を背けるんだ。桜子の選んだ水着なのに」

「それはそうですが……」

（だってこんなに色っぽく着こなすとは思わなかったんだもの。ちょっとしたイタズラ心があだになったわ）

　笑顔の悠司が、すっと手を差し出してきた。

「いい天気だ。泳ごう」

「……恥ずかしいわ。あなたはその水着がサマになっているけど、わたしは似合っていないもの」

「似合っているさ。だから選んだ」

「そう……かしら？」

　悠司は悠然としているが、桜子は恥ずかしくて片手をそれとなく胸にあて、はみ出る乳房を隠してしまう。

　桜子はおずおずと、隠しているほうと反対の手を伸ばすと、彼の大きな手のひらの上に置く。

　彼がぎゅっと桜子の手を握ると、一緒に階段を昇って水中ルームから地上に出た。

　碧い海、雲ひとつないスカイブルーの空。遠くに白い砂浜とヤシの木が海岸線に並んでいるのが見えた。

　白い陶製のジャグジーにデッキチェア。海を眺めながらのプライベートプール。

　プールには色とりどりの南国の花が浮かんでいた。

　プールサイドに座って、さっそく足を水に浸す。悠司も隣に座って、同じように膝くらいまで足をつけた。

　水の温度に慣れた頃、悠司が先にプールの中へと降りる。

　手を差し出されたので、桜子はその手を取り、一緒にプールの中へと入った。

　汗をかいていた身体に、ひんやりとした水が気持ちいい。

「すてきね。わたしは泳げないけど、ずっとプールの中にいて、ここで夕暮れを眺めていたいわ」

「いいな。そんななにげないひとときを桜子と過ごせて、おれは幸せものだ」

「悠司さん……」

　ふわりと風が吹き、桜子と悠司の髪を優しく撫でた。

　少しだけ、素直に自分の気持ちを口にできるような気がする。

「わたしも……幸せ」

　小さく呟くと、背後から桜子の身体を悠司が抱きしめてきた。

「桜子……愛しい……おれの宝もの」

　彼の両手が桜子のビキニブラを上にずらすと、むにむにと乳房を揉みしだいてきた。

「あっ……」

　首を捻って彼のほうへと顔を向けたとたん、唇が塞がれた。濡れた肉厚の舌が、口腔内に押し込まれていく。

「ふぁ……ぁあん……」

　彼の唇と舌が、口の中で動き回る。

　一生懸命応えようとするが、悠司の口づけが激しく、そして上手すぎて腰がくだけてしまいそうになる。

　悠司がもっと桜子の口腔奥深くに舌を差し込もうとした。

　向かい合う体勢になり、突き刺すような太陽の下で思う存分口づけを交わす。

「んん……ふぁあん……ぁあ……」

　なん回目のキスだろう。流れてしまった初夜の日から、なにもなかった二年間。

　その空虚な期間を埋めるように、悠司の熱い舌先が桜子の口の中で暴れ回った。

「……ふ……んん……んぁ……」

　よりいっそう深い口づけを受け、桜子の四肢に痺れが行き渡った。

　角度を変えてなんども口づけをしているうちに、脳裏にさまざまな考えが浮かんでくる。

（彼は、ほんとうにわたしを愛してくれているの？　どうしよう……これが夢やまぼろしだったら……）

　もしかしたら二度と訪れることのない幸せならば、桜子はもう日本に帰りたくない。

　孤独と虚しさに支配された、あの空間に戻りたくない。

　数億もするタワーマンションは、いつでも逃げることができる鳥籠だった。

　しかし桜子が二年間も、モデルルームのような場所でひとり我慢したのは、いつか悠司が桜子を顧みてくれると信じていたからだ。

　悠司の愛を、桜子は心からほっしていた。

　賭けのように緑の紙を差し出したのは、玉砕覚悟の行動だった。駆け引きなど考えていない。悠司の愛を、愛だけを、望んでいたゆえの────

　桜子にとって、悠司がこの世のすべてかもしれない。

　祖父も両親も大事だが、彼が望むなら桜子のすべてを捧げてもいい。そう思えるのは、悠司だけなのだから。

　桜子は悠司の口づけが嬉しくて、自ら舌を伸ばした。

　すると彼の舌がさらうようにして、桜子の赤い舌に自分の舌を絡めてくる。

「ふ……んん……ぁあ……んん……」

　いつの間にかビキニブラが外され、水面に花びらとともにぷかぷかと浮いていた。

　彼の手が桜子のヒップへと伸び、ボトムのＴになっているところを掴む。

「ひゃ……ぁん……んんっ……」

　クイクイと引っ張り上げるから、生地が媚肉を擦り上げて、敏感な場所を刺激する。

「あぁ……んん……」

　引っ張る手と反対側の手で、桜子の片足をぐいと上げる。

　膝と太ももの一部が水面から出てしまう体勢で、さらにビキニを強く引っ張られた。

　ビキニが割れ目に食い込み、媚肉や花芯を擦ってジンジンと下腹の奥が切なくなってくる。

「……んんっ……ふぁあ……んん……」

　悠司の下肢が桜子の下腹にゴツゴツとあたってくる。

　チラリと視線を落とすと、膨れ上がった男性器が腰骨までしかないセクシーなスイムウェアを押し上げ、亀頭をのぞかせていた。

　その淫猥さに桜子の情欲までが頭をもたげてしまう。

「もう痛くないのか？」

「え……？」

「おれを初めて受け入れたときの痛みだ。もう大丈夫なのか？」

　問われて、どう返答すればいいのかわからない。

　痛みはおさまったが、いつでもなにか膣に挟まっているような感触が残っていた。

「痛くは……ないけど……」

「じゃあ子作りするか。ハネムーンベイビーを狙いたいことだし」

　明るい口調でそうといわれて、桜子は面食らってしまう。

「プライベートプールとはいえ、野外よ？」

「そうだな。お嬢さま育ちの桜子は耳にしたこともないだろうが、一応青姦というやつだな」

「あお……かん……？」

　不思議そうな顔で首を傾げる桜子に、悠司がふっと笑いを落とす。

　桜子は、両手をプールのへりに置いて、腰を突き出す体勢を取らされた。

　水中でビキニショーツをずらされる。彼の肉棒が尻にあたったので、桜子は首を捻って彼に訴えた。

「ダメよ、誰かに見られちゃうもの」

「見せつけてやればいい」

「そんな……」

　彼の手が桜子の尻たぶを掴むと、左右に押し開いた。

　水が流れ込んでくるような感触に、腰から下肢がゾワゾワしてしまう。

　悠司の腰がゆるゆると前後し、硬くなった切っ先がなんども膣の周囲を突いてきた。

「まっ……て……あぁ……」

　水中だと、もどかしいのかもしれない。なんども後孔から会陰までを亀頭の先端で押してくる。

「ねえ。悠司さん。プールじゃなくて……部屋に行きましょう」

　彼がチュッと桜子の頭に唇をつけると、楽しそうに微笑んだ。

「初めて君から誘ってくれたね。嬉しいけど……」

　狙いを定めることができたのか、腰をぐぐっと押しつけ、肉棒をズシンと挿入させてきた。

「ひゃぁあ……んっ……」

　悠司が肉棒を抜き差しするたび水面が揺れ、太陽の光を反射してキラキラと光る。

　水滴があちこちに飛び、桜子と悠司を取り巻いていた。

「どうして……ぁんっ！」

「痛がっていただろう？　水中なら……」

　悠司の腰がゆるゆると前後し、そのたびにまた波が起こる。

「おれも早く動けない。桜子を痛がらせることがないと思ってね」

「ええ？　そんな理由で……？」

　彼は水の抵抗を受けながらも、肉茎で肉筒を擦るように抽送した。

　彼の亀頭がゆっくりと膣壁を擦り、ゆっくりと引いていく。ふたたび肉筒を穿つように奥へと進む。

　あまりのもどかしさに、桜子は無意識に自ら腰を動かしてしまった。

「はぁ……ぁんっ……」

　物足りない。彼の激しく荒々しい激情に射貫かれたい。

　プールの中では、どうしても緩やかすぎて張りがないような気がした。

「悠司さんっ……ぁあっ……もっと、もっとほしいの……」

　桜子の腰を支えていた彼の手が、股間に伸びてきた。ビキニショーツの隙間から指を差し入れ、媚肉に刺激を与えてくる。

「いくらでもやるよ。おれのすべてを桜子に捧げるつもりでいるからな」

「ぁあ……んんっ……はぁ……ぁんっ……」

　プールで彼と繋がるなど、日本では絶対に考えられない。

　いや海外でも同じはずだ。これまでの桜子なら、はしたないとはねつけていたかもしれない。

　モルディブの空と海、そして悠司の猛然ともいえる烈しい愛が桜子をおかしくさせるのだろうか。

　見られたらどうしよう。声を聞かれたらどうしよう。

　水上ヴィラは桟橋で繋がっている。ほかの宿泊客だっているはずだ。

　そう考えていたのだが、性急に彼を求めているうちに、すっかりそのことが頭から抜け落ちてしまった。

「ぁあっ……もっと……悠司さん……きて……わたしの奥にきてっ……！」

　髪を振り乱し、咽頭から声を絞り出すようにして、悠司の肉棒を求めた。

　自ら腰を揺らし、彼の男根で女性器を激しく擦る。

　水中だから決定的な刺激とならないはずなのに、彼の愛で淫蕩に耽っていくことが堪らない愉悦になる。

「桜子……っ……」

「悠司さんっ……」

　お互いの気持ちとともに、意識が上りつめる。桜子はビクビクと全身を震わせ恍惚に酔いしれた。

「うっ……」

「あ……ぁ……」

　悠司の低くセクシーな声が耳もとに落ちる。その瞬間、桜子の意識が真っ白になった。

　激しく追い立てるようなものではなく、緩やかで落ち着いた情交なのに桜子も悠司も絶頂を迎えてしまった。

　逐情のさい衝動に駆られた彼が、桜子の首筋に顔を埋めカリッと歯を立てる。

「あっ……んんっ……！」

　チクチクとした痛みに襲われ、桜子は首をすくめた。

「桜子……愛しい……おれの……」

　切なげな愛の言葉に、痛みですら気持ちよくなっていく。

「ふ……んん……ふぁ……」

　悠司は両手でしっかりと桜子を抱きしめた。

　噛んでしまった首もとに舌をあて、癒すようにヌルヌルと舐めまくる。

「あ……」

「桜子。君はなんど抱いても甘くて美味しい。おれにとって至宝の果実、かけがえのない宝だ」

　切実なまでに囁かれ、彼の情熱に身も心も奪われそうになる。

（悠司さん……わたし、信じていいの？　あなたとの幸せな未来を夢見ていいの？）

　しばらく水中で抱かれていると、燃え上がった身体の熱も、感情の炎も鎮火していく。

　すると肝心なことに気がついて、桜子は身を縮こませてしまう。

「ごめんなさい。悠司さん」

「なにを謝る？」

「だって……」

　桜子はばつが悪いという顔で、悠司を上目遣いで見上げる。

「声を抑えきれなかったの。きっと両隣の宿泊者に聞かれたわ。恥ずかしい……」

　悠司が悠然と髪をかき上げ、ふっと笑みを零した。

「ここのホテルのヴィラ十八棟、おれが丸ごと借り切っている。つまり誰にも見られることはないし、声を聞かれることもない」

「え……そうなの……？」

　水上ヴィラ十八棟全部を借り切るということは、島丸ごと借り切っているということになる。

（なんて大胆なお金の使いかたなの。散財しすぎじゃないかしら）

　金満に慣れている桜子でも、さすがに悠司の浪費には苦言を呈したくなる。

　そんな顔をしたからか、悠司が先手を打ってきた。

「無駄使いといってくれるなよ？　おれは最高のハネムーンを桜子にプレゼントすると決めていたんだ」

　桜子は悠司を諫めることをやめた。そもそもモルディブへの渡航にもプライベートジェットを利用したではないか。

　しかしこれだけは、彼にいっておきたかった。

「……だったら最初から教えてほしかったわ。わたし、途中まで気が気じゃなかったんだから」

　桜子の抗議に、悠司は悠長な顔つきでこう返してきた。

「スリリングだったろう？　吊り橋効果を狙ってみたんだ」

「吊り橋効果？」

　桜子の頭から「？」がいくつも飛び交う。

「緊張感や不安による胸の高鳴りが、恋愛感情を高めるんだ。おれのことをもっと好きになってもらいたかったから、わざと焦らせてみた」

　こともなげにそういわれ、言葉を失ってしまう。

「は……」

　桜子はあまりのばかさ加減に、つい大笑いしてしまった。

「あはははは……そんなことってあるものなの？　吊り橋効果って……」

　笑いが止まらない桜子を見て、悠司も一緒になって笑い出した。

「ははは……へんだよな。それだけ桜子の気を引くことにやっきになっているんだよ。わかってくれ」

「でも、もっと違う方法があったんじゃない？　ふふふふ……」

「桜子が笑ってくれたんで、よしとするか」

　悠司が桜子を背中から抱きしめ、濡れた髪に頬を寄せてきた。

「これで子どもができたかな？　桜子に似た可愛らしい顔立ちの女の子でもいいし、桜子に似た芯の強い男の子でもいい」

　彼の筋肉質な二の腕に手をあて、肩越しに彼を見上げる。

「あなたに似たほうが賢くていいわよ」

「桜子に似ているほうがいい。溺愛する」

「ふふ……」

　悠司の甘ったるい言葉が、桜子の胸の奥をくすぐる。

（離婚するんだから子作りなんて無意味なのに。でも……）

　あんなに真面目な顔で、吊り橋効果だの気を引きたかっただの告げられては、桜子の決意が揺らいでしまう。

（夢に出るくらいまで望んでいた彼に、ここまで情熱的に求められたら……）

　悠司が嬉しそうな表情で、桜子の髪に自分の頬をスリスリと擦っている。

（わたしは抵抗できない。妊娠してしまったらどうすればいいの？）

　そんな疑問が湧き、心に不安がよぎる。

　悠司の手のひらが桜子の肩に滑り落ち、脇から下腹へと伸びていった。

「ここにおれの子種が着床したかな。もう一度抱けば双子になるだろうか」

　腹を上下に撫で回しながら、彼がそう呟く。

「もう、悠司さんたら」

　桜子も彼の手の甲の上に自分の手を乗せ、一緒に腹部を温める。

「わたし……」

　難しいことを考えないでおこう。

　モルディブの眩しい太陽、碧い海。念願のハネムーンではないか。

　今だけは、悲しかった過去を思い出してウジウジしたくない。

　孤独のあまり、枕を涙で濡らした日々のことなど────

　桜子は自分の身体に絡み合う彼の腕をほどくと、身体の向きを変えて彼と正面から向き合った。

「ちゃんとベッドで愛し合いたいです。すてきな天蓋ベッドだったもの」

「桜子……」

　桜子の言葉が信じられないと思えたのか、悠司が一瞬呆気にとられた表情をした。

　そして数秒後、太陽に負けないくらい鮮やかな笑みを見せる。

「そうだな。おれの姫のおねだりは全部聞き入れないと」

「わがままなことはいっていませんよ」

「ああ。わかっている」

　ザバッっと激しい水音を立てて、悠司が桜子を横抱きにした。

　そのままプールの角へ向かい、階段を昇っていく。

　水中では軽かったかもしれないが、プールから出てしまったら重いのではないだろうか。

　しかし彼は、しっかりとした足取りで部屋の中へと入っていく。

　プールの水で冷えた身体と、触れている部分から伝わってくる肌の温度。

　そしてトクトクと規則正しく聞こえてくる彼の心音。

　桜子は彼の逞しい胸に上半身を預け、運ばれるまま大人しくしていた。

（もしかしたらハネムーンをきっかけにして、普通の夫婦として暮らしていけるかもしれない。そうすれば、きっと幸せな生活を送ることができるわ）

　濡れた身体のまま、天蓋付きのベッドにそっと下ろされる。

　日本の気候では考えられないが南国ではよくあることで、ベッドルームの近くにプールやバスルームが設計されている場合が多い。

　桜子と悠司の身体も濡れていたが、抱き合ったりキスをしたりしているうちに、水分を吸収したシーツが乾いていく。

　しばらくすると、ふたりの体温が急激に上がっていった。

「悠司さん。わたしを幸せにして。もっともっと愛して」

「おれの愛しい奥さんの望むままに」

　悠司が桜子の上にのしかかってくると、より激しく唇を貪った。

　ヌチュクチュ……と濡れた音が淫猥に響く。

　ねっとりとした口づけを交わし合い、お互いの身体をまさぐり合う。

　桜子と悠司の触れ合う部分の皮膚に、熱が灯される。

　その夜は、ベッドの軋む音が、波音とともに一晩中星空まで響いていた。
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　ハネムーン最終日の夜。

　桜子と悠司は、リゾートホテルに併設された海辺のサンセットレストランで夕食をとることにした。

　暮れゆく夕日が海に落ちていく光景を眺めながら、食事やワインを楽しむ。

　日がすっかり落ちると、周囲は薄暗くなった。

　ランタンと篝火しか灯りはなく、しばらくは目が慣れなかったが、ウェイターがメインディッシュを運んでくる頃には、向かい側に座る悠司の顔がはっきりと見てとれた。

　文字どおり海辺にテーブルやソファを置いているので、ほんの数メートル先まで波が迫ってくる。

　ザザザ……という波音をＢＧＭにし、心地よい潮風とともにシーフード料理をいただくことにした。

　桜子は空港の免税ショップで買ってもらった白のワンピースに、バロックパールと貝殻のネックレスという姿である。

　ワンピースと合わないが、悠司とお揃いのサンダルを履いた。

　彼は桜子が選んだ、麻素材のジャケットとハーフパンツを着用している。

　宿泊者は桜子たちだけなので、貸し切り状態だ。

　空を見上げると、プラネタリウムみたいな星屑が散らばっていた。

　明日は日本へ帰国するから、ハネムーン最後の夜となる。

（寂しく感じてしまうわ。悠司さんと朝から晩までずっと一緒だったから……）

　昼は桜子のできそうなマリンスポーツを次々チャレンジした。

　シュノーケリングもパラセイリングも、やってみたらとても楽しかった。

　夜は彼とキスしたり抱き合ったり、愛を語り合ったり手を繋いで眠ったり。

　そんな夢のような一週間が終わっていく。

　切なげな表情でワインを飲む桜子に、悠司が語りかける。

「桜子。モルディブはどうだった？」

「とても楽しかったわ。あなたと一緒にいられて幸せだった」

　桜子が素直にそう返すと、悠司が嬉しそうな顔でこう返してきた。

「おれも幸せを感じた。君なしの人生など考えられないくらいに」

「悠司さん……」

　出会いは運命だった。お見合いという形だったが、あの胸のときめきは本物だった。

（悠司さんにとって、わたしは単なるお見合いの相手だったかもしれないけど……）

「ねえ、教えてほしいの」

　桜子はワイングラスをテーブルに戻すと、ずっと心の奥に秘めていた疑問を彼に投げかけた。

「どうしてわたしと結婚しようと思ったの？　あなたほどの実力者なら、お祖父さまからの支援がなくても成功をおさめていたでしょう？」

　桜子の問いかけかたが悪かったのだろうか？　悠司は意味がわからないというように首を傾げた。

「桜子と結婚したいと思ったのはおれの意志で、京極総帥は取り持ってくれただけだが？」

「え？　お祖父さまから、お見合いを押しつけられたのではないの？」

「押しつけられる？　いや？　逆だぞ。君との結婚を妨害しようとしてきたからな」

　当時のことを思い出したのか、悠司がははっと乾いた笑いを零した。

（妨害？　待って……なにかがおかしい……）

「でも……だって……あなたとわたしは、あのお見合いの席で初めて出会ったじゃない。どうして結婚したいと思えたの？」

　桜子の困惑に、悠司がなにかをいおうとした。その瞬間────

　彼の胸ポケットに収まっていた携帯電話がブルブルと震えた。

　悠司が拒否ボタンを押したのか、着信音は途中で切れた。

　しかし、またすぐにかかってきた。

　執拗な着信音に、さすがに桜子も気になってしまう。

　そして悠司は、ふたたび拒否ボタンを押したようで、着信が止まる。

「出たほうがいいのではないかしら？　きっと急ぎなのよ」

「気にしないでくれ」

　気にするなといわれたら気にしてしまうのが桜子の性分である。

「悠司さん、モルディブで一度も仕事の電話に出られていないでしょう？　お仕事絡みかもしれないもの。電話に出たほうがいいわ」

　桜子の言葉に耳を傾けることなく、悠司は携帯電話の電源を落としてしまう。

「いいの？　急用ならどうするの？」

「君との時間が一番大事だ。明日は日本に帰ることだし、今じゃなくてもいいだろう」

　彼は携帯電話をふたたび胸ポケットに戻した。

　桜子のほうが心配なってしまうが、悠司がいいというのなら口を出すことでもない。

　それよりも、桜子との時間のほうが大事と口にしてくれたことが、望外の喜びといえる。

「悠司さん……」

「話を戻すぞ。おれは自分の意志で君を求め、見合いの席を用意してもらった。確かに京極総帥がおれのスポンサーであることには間違いない。しかし……」

　悠司が情熱を宿した目で桜子に語りかけてくる。

「君が京極桜子であってもなくても、おれの妻にと求めただろう。君は違うのか？　結婚相手は誰でもよかったのか？」

　桜子は慌てて頭を左右に振った。

「いいえ。違うわ。誰でもいいわけじゃない。わたしも……」

　悠司に一目惚れしたから。

　いや、そうではない。桜子がどんな姿でも、どんな格好でも、美しく清らかだといってくれたから────

　桜子の本質を理解してくれたと思ったから、一目で惚れてしまったのだ。

（あなたが大好き。愛しているの────）

　そう口にしようと小さな唇を開いたら、ポツと桜子の額に雫があたった。

「雨……？」

　すると次々に大きな雨粒が降り注いできた。

「スコールだ」

　ランタンのロウソクも消え、篝火の火も弱まった。周囲が一気に薄暗くなる。

　ウェイターがテーブルの上に布をかけ、桜子と悠司は屋根のある場所へと移った。

　ボタボタボタと大きな音を立てて、雨が降り注ぐ。

「さすが南国だな。土砂降りだ」

　悠司の艶やかな黒髪が濡れ、ポタポタと水を垂らしている。

　それは桜子も同じ状態だが、自分より先に彼を労りたかった。

　桜子はバッグからハンカチを取り出すと、彼の濡れた頬や額にあてた。

　ハンカチを見て彼がなにかに気がついたようで、目を見開いた。

「このハンカチは……」

「あ……」

　お見合いの席で、彼が手の甲に結んでくれたハンカチを、桜子はきれいに洗ってアイロンをかけ、ずっと持っていたのだ。

「ごめんなさいっ……」

「なにを謝っているんだ？」

「あの……返さないといけないと、わかっていたけど……」

　桜子はブルーのハンカチをぎゅっと握りしめると、まるでキスをするように自分の口もとにあてる。

「わたしのお守りにしたかったの。あなたがいないとき……寂しかったときに、このハンカチを見て、あなたを思い出して……」

「桜子……」

　悠司は切なげな目で桜子を見下ろすと、華奢な身体をぎゅっと抱きしめた。

「怒ってないの？　あなたが親切で貸してくれたハンカチを返さなかったのよ？」

「怒るわけがない。逆だ、嬉しいよ。それにハンカチがお守りという君の気持ち、おれにも重々理解できる」

　逞しい胸に桜子を取り込み、頭から背中からを縦横無尽に撫で回す。

「悠司さん……」

「さっきの話の続きをしたい」

「続き？」

　悠司の大きな手のひらが、桜子の両肩に乗る。

　そこから暖かみが身体中にじわりと広がっていくような気がした。

「おれは君がほしくて、京極総帥に頼んで見合いの席を設けてもらった。もちろん結婚する前提だった。じゃあ君は？　なぜおれとの結婚を決意してくれたんだ？」

「わたしは……」

「結婚相手は誰でもいいわけじゃないと君はいった。ならばおれを選んだ理由があるはずだ。それが聞きたい」

　桜子は面を上げ、切なげな表情をする悠司をしっかりと見返した。

「あなたを……」

　ザアアアアと滝のように降る雨音が、鼓膜に響く。

　遠くで稲妻が光り、遅れて轟音が鳴り響いた。

　濡れた髪が悠司をよりセクシーに魅せ、桜子は自分の気持ちを今伝えなければならないと感じた。

「あなたのことを一瞬で好きになってしまったから」

　決死の告白を、悠司が首を傾げて不思議がる。

「一瞬で好きになってもらえるようなことは、なにもなかったように思えたが……」

　悠司は自分の魅力や利点を、理解していないのだろうか。

　手のケガにすぐ気がつき、あえて男に媚びたくない服装でも可愛いと賞賛してくれ、泥だらけの桜子を心配してくれた悠司のことが────

「一目惚れしてしまったの。それだけ」

「それだけ？」

「ええ。それ以上に、なにか理由がいる？」

　拗ねたような口調の桜子に、悠司がついふっと笑ってしまう。

「いや……」

　悠司はふたたび桜子の身体を抱きしめると、濡れた髪をなんども撫でた。

　スコールはいつしか止んでいた。雲間が流れると、宝石のような星が夜空を彩る。

「じゅうぶんだ。おれの桜子。一緒だよ。おれも君のことを一瞬で好きになってしまったんだから」

（わたしはお見合いの席であなたのことを好きになったけど、あなたはわたしをどこで好きになったのかしら？　それも一瞬だなんて）

　桜子の心は彼の愛の告白にときめいているが、どこか引っかかりを感じていた。

　お見合いの席で、一瞬にして惚れられる要素が皆無だったからだ。

　しかし彼は、そんな疑惑をかき消すかのように、心底愛おしいという顔で桜子を見つめてくる。

「君に誓う。幸せにすると、一生大事にすると。おれの桜子。君はおれの大事な妻だ」

「悠司さん……あなたはわたしの大事な旦那さまだわ。幸せにしてください」

　悠司の顔が近づき、桜子の唇に自分の唇を合わせる。

　あまたの星で煌めく夜空に、ひときわ輝く流れ星が、海の稜線の向こうへと流れた。
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　甘い蜜月の一週間が終わった────

　帰国のプライベートジャンボ機を操舵したのも、渋いヒゲを蓄えた例のイケオジであったが、行きとは違って悠司が意味のない嫉妬をすることはなかった。

　ほかに行きと違っているところは、向かい合って座るのではなく横に並んで座り、ずっと手を繋いでいたことだろうか。

　そして眠くなればベッドへ行き、クスクス笑いながらキスをしたり、お互いの髪を撫で合ったり、そんな睦みごとを繰り返す。

　そしてお互いの情欲が高まったら、身体を重ね、ふたりの愛を交換した。

　桜子の不安は、解消した────

　とはいい切れていない。なにしろ彼は新婚早々二年も桜子を放置したのだ。

　世界中から注目される起業家で、経営する会社を日本トップクラスに隆盛させた類い希なる才覚を持つ男。

　しかし、以前のようなことにはならないだろう。

（わたしもわがままを、いわないように気をつけましょう。週末を一緒に過ごせるような関係でいられたらいいわ）

　桜子は、離婚のことを忘れることにした。

　悠司が、いつの間にか緑の紙を隠していたことにも気がついていなかった。

　桜子が離婚届の行方を気にし始めたのは、ハネムーンから帰国して四日目の朝であった。

　悠司が三日間、帰ってこないからである。つまりハネムーンから帰ってきてすぐに出勤し、それ以降マンションに戻ってこないのだ。

　今日も夜の八時頃、チャットアプリにたった一行。

『今夜は帰れない。早く仕事を終えて君に会えるよう努力する』

「努力しないと、わたしに会えない状況なの？」

　桜子は窓辺に立つと、テーブルの上に視線を向ける。

　電子レンジで温めたらいつでも食べられるようにと、ラップでくるんだいくつもの皿を見つめた。

「帰ってこないのなら、作らなくてもよかったわね」

　アンチョビとブラックオリーブのブルスケッタ、タコとチキンのトマト煮、そしてハーブサラダも用意した。

　彼が大好きだと思われるメニューを用意して待っているのも、これで三日目ということになる。

　桜子はふうと嘆息し、そしてふたたび夜の街並みに視線を戻す。

　時刻は夜の十時。一縷の望みもないまま就寝しようとカーテンを引く。

（あの夢のような日々は……ほんとうに夢だったのかもしれないわね）

　カーテンの隙間から、彼の会社がある方向へと視線を向ける。

　煌々とネオンが輝いており、街はまだ活発に活動していると知れた。

　あの高層階のビルのひとつに悠司はいるのだろうか。

（どうして……どうして、以前のような状況になってしまうの？）

　寝ようと思っていたことも忘れ一時間ほど窓の外をぼんやりと眺めていたら、窓ガラスに泣いている女性が映った。

　それが自分だと気がつくまで、また数分要し、正常な状態でないことを悟る。

「離婚届けを探したほうがいいわ。心が落ち着かない……」

　リビング、彼の書斎、寝室、あちこち探すがどこにも見つからなかった。

　持ち出されて捨てられたのかもしれない。

（また取り寄せたほうがいいかしら？　いいえ、まだわからないわ。ハネムーンからそう日にちは経っていないもの）

　そのときチャットアプリに着信音が鳴った。

『地下の駐車場に到着した。あと十分で帰宅する』

　思いもよらない彼の帰宅に、桜子は気持ちがふわりと舞い上がってしまった。

（ハネムーンで休んでいたから、特に忙しかったのかしら？）

　桜子は慌てて冷めていた料理を温め直そうと、電子レンジに皿を入れる。

（そうだったら帰ってこなかったことを、どうこういわないほうがいいわよね）

　トマト煮が温まった頃、玄関の扉が開いた。

　桜子はパタパタとスリッパの足音を鳴らして、玄関へ向かった。

「おかえりなさい。悠司さん」

「ただいま。桜子」

　悠司の顔からは疲労の色が見えた。しかしそれを押し隠したように、優しく微笑む。

「今夜は帰ってこないと思っていました」

「思ったより仕事が早く終わってね」

「そうなの？　嬉しいです」

　彼が手にする革製のビジネスバッグを受け取り、せいいっぱいの笑顔を見せる。

（どうしよう。ずっと泣いていたから目が腫れぼったくないかしら）

　するとなにかに気がついた悠司がすっと手を伸ばし、桜子の顔をのぞき込んできた。

「どうした？　目が赤いようだが……」

「え？　あ、あの悲しいドラマを見ていて……」

　しなくてもいい取り繕いをして、桜子は目線を逸らす。

「……それだけか？」

　その行動が不審だったのか、悠司が言及してきた。

　なにかいいたげな目を向けてくるが、桜子は目線を逸らしたままだ。

（せっかく帰ってきてくれたんだもの。気まずい雰囲気にしたくないわ）

「ええ。悠司さん、夜ご飯用意してあるの。温めてあるから、すぐに食べられるわよ」

　桜子が楽しそうにそう返したので、彼はそれ以上なにもいわなかった。

　悠司が手を洗っている間に、桜子はテーブルをきれいにセッティングする。

「君は食べないのか？」

「わたしはもういただいたわ。ゆっくり食べてね」

　しかし悠司はブルスケッタ一枚、チキンをひとかけ、ハーブを少量口にしただけで、ごちそうさまと口にした。

「なにか食べてきたの？」

「いや……そうじゃない。疲れていてね。食欲があまりない」

　いわれてみると、少し痩せたような気がする。

　目の下にくまができているし、頬もやつれていた。

「仮眠をとりにきたんだ。風呂に入れるかな？」

「待って。沸かしてくるわ」

　てきぱきと浴槽を掃除して、湯を張る。

　悠司は入浴すると、髪も乾かさずにベッドで寝てしまった。

　会話らしい会話をしていないことに不安がよぎる。

　不満はない。悠司はほんとうに忙しいのだろうし、これまでさんざん放置されていたことを思えば、たった三日や四日でどうこういうわけではない。

　日本に戻ってきたら、モルディブの熱い夜とまではいかないが、少しくらいはふたりの時間をとれると思っていた。

「悠司さん……ねえ……またわたしを……寂しがらせるの？」

　桜子の切実な呟きは、悠司の寝息でかき消されてしまった。
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　桜子のいやな予感は当たってしまった。この三ヶ月で以前のような悠司に戻ったのだ。

　一週間戻らないこともしばしば、朝帰りして仮眠をとったらすぐに出社。

　海外出張もあり、半月ほど彼の顔を見ないときもあった。

　しかし彼は、こまめにチャットアプリで連絡だけはくれる。

『今からニューヨークへ飛ぶ』

『仕事が立て込んでいるので、泊り込みになる』

　そういった業務連絡のような内容から、普通の夫婦間であるような甘い内容もあった。

『桜子。会いたい。君の顔が見たい』

『君を愛している。もうちょっとだけ待ってほしい』

　桜子の心が、突風に吹かれたように飛んでいきそうになっては、優しい言葉ですぐに凪いでしまう。それの繰り返しだ。

　今も日本にいるはずだが、帰宅はいつになるかわからないという。

　十日以上も彼と顔を合わせていない。チャットアプリの文章だけでは、桜子の寂しい心を埋めることなど不可能だ。

（もうダメだわ。わたしの心が持ちそうにない……）

　桜子は離婚届の紙を貰おうと区役所へ向かった。

　朝から体調が思わしくなかったが、とりあえず手もとに紙があると揺れ動く心が定まるような気がする。

　区民課の窓口で職員に話しかけようとしたとき、急な吐き気が込み上げ、桜子はその場でうずくまってしまった。

「うっ……」

「大丈夫ですか？」

「すみません……トイレはどこでしょうか？」

　案内されてトイレに向かい、そこでなんども吐いてしまう。

　一息ついたときには、桜子は自分の身体が変化していることに気がついた。

「……もしかして」
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　離婚届の紙は諦め、その足で幼少の頃からお世話になっている病院へと向かう。

　やはり妊娠三ヶ月であった。

（そんな……離婚を決意したというのに妊娠だなんて……）

　悠司との愛の結晶を胎内に宿せたのは嬉しい。それはまさしく、桜子の望んだこと。

　しかし、またしても孤独な日々を送ることになったとたんに身ごもるとは、運命はどうにも桜子を困らせたいようだ。

　院長は姜次郎や両親の主治医でもあることから、桜子の妊娠に感慨深げな表情をした。

「先生。まだ家族には知らせないでください。わたし、自分でいいたいのです」

「わかりました。桜子さんは身体が丈夫なほうではないので、精神的にも肉体的にも安心、安静でいるように心がけてください」

「はい。わかりました。ありがとうございます」

　精算して、病院の待合室でしばらく腰をかけていた。

　かりにシングルマザーとなっても、実家に身を寄せれば子どもとふたり、不自由なく暮らせるだろう。

　だが子どもにとって、それが最良の選択だろうか。

　そんなことを考えていたら、どうしていいのかわからなくなってくる。

（肉体的にはいくらでも安静にしていられるけど、精神的に安心なんてしていられるかしら）

　いつまでも待合室の椅子を占領しては迷惑だと考え、早足でエントランスを出て、待機中のタクシーに乗り込んだ。

「どちらに向かいましょうか？」

　そう聞かれて、桜子はつい口から悠司の会社の住所を告げてしまう。

「虎ノ門の……」

　運転手は頷くと、黙ってタクシーを走らせた。

　車の酔いを懸念したが、安全運転で吐きそうになることはなかった。

　病院から乗せる客に対する配慮なのだろう。話しかけられることもなく、桜子は落ち着いてくつろぐことができた。

　日本の名だたる一部上場企業ばかりが名を連ねる、高層オフィスビルのエントランスでタクシーを降りる。

　悠司が社長を務める投資会社のオフィスは、ビルの最上階フロアを丸ごと借り切っていた。

　住んでいるマンションと同じくらいの高さまでエレベーターが急上昇する。

　さすがに浮遊感が三半規管をおかしくさせた。ムカムカと吐き気がこみ上げてくる。

　エレベーターを降りると、なぜ自分がここにきたのか目的がわからなくなった。

　そもそも明確な目的はなかった。妊娠したことを悠司に告げたいという衝動的な思いから足が向いてしまっただけだから。

（この先を考えていなかったわ。彼に妊娠を告げてどうするの？　離婚を持ち出すの？　受け入れられるわけがないじゃない）

　桜子は、エレベーター前から一歩も動けなくなる。

（そもそも悠司さんはオフィスにいるのかしら？　日本にいるからといって、オフィスにいるとは限らないもの）

　受付の女性が桜子を不審そうに見ている。

（どうしましょう。帰ろうかしら。いたとしても忙しい彼の邪魔をするのはいやだわ）

　踵を返そうとしたら、なにかに気がついた受付の女性が声を張り上げた。

「もしかして小山内社長の奥さまですか？」

「あ、ええ……そうです」

　ぶしつけな目をした詫びなのか、女性が受付テーブルから出てくると、桜子の前まできて丁寧に頭を下げた。

「申しわけございません。結婚式のときにお見かけしただけですので、すぐに気がつきませんでした」

「いいのよ。主人のオフィスにきたことがなかったもの」

「小山内社長とお約束でございますか？」

「アポを取っていないの。ちょっと顔を見たくて……」

　気まずそうな表情に桜子に、女性がにっこりと笑う。

「さようでございますか。ただいまコーヒーブレイク中で休憩室におられます。お待ちになりますか？」

「いいえ。休憩を邪魔したくないので、帰ります」

「よろしいのですか？　このあと外出される予定ですが……」

「ええ」

　エレベーターに乗ろうとしたら、胸や胃がムカムカしてきた。

　女性に場所を聞いて、トイレへと向かう。

　その途中に休憩室とおぼしき場所を見つけたので、ガラスの窓から内部をこっそりと確認する。

（悠司さん！）

　愛しい男の後頭部が見えて、扉を開けようとドアノブに手をかけた。

（あ……社外のものが勝手に休憩室へと入っていいのかしら？）

　躊躇していると女性の声が漏れてきて、いけないことだと理解しつつも立ち聞きしてしまった。

「なにをいっているの。女はね、愛していると毎日囁いてほしいものなの」

　休憩室にいるのは、悠司だけではなかったようだ。不用意に扉を開けなくてよかった。

「……ほう。愛している。こうか？」

　モルディブでなんども耳にした、悠司の「愛している」がここで流れてきて、桜子の心臓が止まりそうになる。

　反して悠司と会話をしている女性は、桜子からは姿が見えないまま朗らかに笑った。

「そんなのじゃ、わたしの心は動かないわ。心がこもってないもの」

「どういうのがいいっていうんだ。さっさと教えろよ」

　珍しい悠司のくだけた口調に、桜子はもうなにがなんだかわからなくなる。

（わたしには……こんな感じで話してくれない。でもこのひとには……）

「ふふ……クリスマスのディナーで手を打とうかしらね」

「がめついな。成功報酬にしろ」

「じゃあ、もっと愛を語ってもらわないと」

　ひとしきり楽しそうな会話が続き、桜子の手がブルブルと震えてしまう。

「それにしても社長。一週間も休んだツケが三ヶ月にも及んだのだから反省してくださいよ」

「うるさいな。今取り替えしている最中だろ」

　悠司の口調は、桜子が聞いたことのないほどざっくばらんであった。

「わたしの緊急電話にも出ないなんてどうかしています。次に無視したら怒りますからね。絶対に出てくださいよ」

「わかってるよ」

　桜子は扉に背を向けると、足音を立てないようにしてその場を離れた。

　受付を通り過ぎると、先ほどの女性が心配そうに話しかけてくる。

「奥さま。顔色がお悪いようですが……社長をお呼びいたしましょうか？」

「いいえ、結構よ。それに主人を休憩室で見かけたわ。誰かとお話していらしたので、邪魔しないようにしたの」

「ああ。秘書の荒あら木きさんですね」

「そう……」

　桜子はむかつきを抑え込みながら、受付の女性に一礼した。

　エレベーターに乗り込むと、すぐに「閉」のボタンに触れる。

　苛立ちを隠せなくなった桜子は、意味もなくなんどもボタンをカチカチと押した。

　運よく途中の階で誰も乗ってこなかったが、耳がキンッとなって一階に到着したときにはふらふらとしてしまった。

　エントランスから出て外の空気を吸うと、少しだけ頭がすっきりする。

　天気のよい午後。オフィス街は忙しそうなサラリーマンが早歩きで通り過ぎていく。

　意外と緑の多い地区のようで、葉の隙間から差し込む太陽が、桜子の目を刺激した。

　手近なベンチに腰をかけ、ひとりもの思いに耽ける。

（悠司さんには、別に愛するひとがいたのよ。あけすけにお話できる相手が……）

　モルディブの一週間を心の支えにしていたのに、それが一瞬にして消え去っていく。

（やはりお祖父さまに押しつけられて、しかたなくわたしと結婚したんだわ。援助を止められたくなくて……モルディブではほんとうのことをいえなかったのよ。当然よね……）

　そう考えると、涙が止めどなく流れてくる。

（やはり離婚に踏み切ろう。そして……）

　桜子は手のひらを、そっと自分の腹部にあてた。

（この子とふたり生きていこう。頑張れる……この子のためにも、わたしが強くならないと……子どもがいたら寂しさなんてどこかへ飛んでいくわ）

　気分が落ち着いた頃、タクシーを拾ってマンションに帰宅した。

　当然のように、その夜も悠司は帰ってこなかった。

（忙しいから放置されているんじゃないわ。浮気されているから、ほったらかしにされただけなのね）

　荒木という秘書と、深夜まで一緒にいるのかと思うと、桜子の胸がギリギリと痛む。

　だが桜子には、泣き濡れることしかできることがなかった。
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　一晩寝たら、桜子の気持ちは落ち着いた。

　祖父と両親に今回の件を説明しようと考えるくらいに、冷静になっていた。

　事前に電話で話すと、姜次郎が大騒ぎするだろう。

　だから桜子は、予告の電話を入れず実家に顔を出すことにした。

　空が気持ちと同じような曇天で、気が重くなってしまう。それでも桜子は実家へと向かった。

　ウエストを締めつけない裾の広がったワンピースに、身体を冷やさないようニットのガーディガン。そしてかかとの低いローファー靴というスタイルである。

　実家は高級住宅街に建つ、瀟洒な日本家屋である。

　所有者は姜次郎であるが、母と婿養子として京極家に入った父と、ほか住み込みの家政婦が暮らしていた。

　結婚するまでは家屋の三階に桜子の部屋があったが、今は物置になっているらしい。

　突然の里帰りに母がたいそう驚くかと思ったが、意外なことにそうでもなかった。

「あら、桜子さんもお父さまにご用事？」

　おっとりしている母は、桜子が予告なく帰省しても文句のひとつもいわなかった。

「お母さま。わたしの部屋、片付けておいてほしいの」

「どうしたの？　泊りにきたいの？」

　桜子は頭を左右に小さく振った。

「離縁を考えているの」

　それを聞いた母が、飛び跳ねそうなほど驚いた顔を向けてきた。

「なにをいっているの!?　桜子さん、あなた本気じゃないわよね？」

「本気よ。それだけじゃないの。わたし妊娠しているの」

　離縁と妊娠を同時に報告する桜子は、ある意味追い詰められている心境である。

　意を決してその報告をしたというのに、母の返事は明るいものであった。

「まあ！　おめでたいわね。だったら離縁なんてする必要ないじゃない。もう、冗談にしては笑えないわよ」

　お嬢さま育ちの桜子も鷹揚な性格だが、母は輪をかけて鷹揚といえる。

　これ以上母と話をするのは疲れると感じたので、桜子は会話を打ち切ることにした。

「お祖父さまに離縁を報告してきます」

「え？　ちょっと、桜子さん？」

　黙って背を向ける桜子に本気のなにかが見えたのか、母が焦った声を出す。

「桜子さん、お待ちなさい。ああ、もうっ……誰かコンロの火を見てちょうだい！　誰か！」

　桜子が廊下を歩いていくと、貴賓室からトレイを持った家政婦が出てきた。

　幼い頃から京極家で働いている、桜子の大好きな家政婦だ。

　年の頃四十歳ほどの恰幅のいい女性で、笑顔がとてもおおらかである。

「こんにちは。田た中なかさん。お久しぶりです」

　田中は桜子に気がつくと、深々とお辞儀をした。

「まあ。桜子お嬢さま。お帰りなさいませ。お会いできて嬉しいですよ。なんヶ月ぶりでしょうねえ」

　手作りのお菓子に、身の回りの世話。お嬢さま育ちの母の代わりに、桜子の面倒を見てくれた田中には、離婚の話をしておきたい。

「あのね、わたし……」

　田中はにこにこと、手のひらを貴賓室へ向けた。

「桜子お嬢さま。ご主人さまなら中にいらっしゃいますよ」

「主人……？　悠司さん？」

　驚きで、桜子は手のひらを口もとにあてる。

「はい。十分ほど前にこられました。お待ち合わせではないのですか？」

（え？　どういうこと？）

「え……ええ。偶然なの」

「さようですか。桜子お嬢さまのお茶も運びますね。少々お待ちください」

　田中が廊下の曲がり角に消えてから、扉をノックした。

　しばらく待つと、祖父の声がした。

「どうしたね？　お茶のおわかりは頼んでおらんが」

「お祖父さま。桜子です」

　そのままガチャリと扉を開けると、ソファに祖父と悠司が座っていた。

　仕事の途中で抜けてきたのだろうか。悠司はきっちりとしたスーツ姿であった。

　ふたりの姿を見た桜子の感情は、鬱々とした筆舌できないものである。

（マンションには戻らないのに、お祖父さまのところには行くの？）

　姜次郎に押しつけられた桜子を、やはり悠司はないがしろにするのだ。

　桜子は、こぶしをぎゅっと握った。

　姜次郎も悠司も驚いた顔をしているが、桜子はもうどうでもよかった。

（わたしのことなんて、どうでもいいんだわ。モルディブに連れていってくれたのも、ご機嫌取りだったのよ）

「桜子。どうして、ここに？」

　悠司が起ち上がって、桜子の目の前に立った。

　桜子の脳裏に、諦念、怒り、驚愕といったさまざまな感情が渦を巻く。

　十日間もマンションに戻ってきていないこと。秘書の荒木と浮気をしていること。

　そして……妊娠しているけれど、彼と離婚すると決意したこと。

　なにから説明したらいいのだろうか。

　気のせいか悠司が嬉しそうな顔をしているが、桜子にはそれすら演技に思えた。

「悠司さん……わたしと」

「なに？」

「わたしと離婚してください」

　桜子は躊躇することなく、悠司の顔を見つめた。

　桜子が単刀直入にそう告げると、悠司はきっぱりと否定の言葉を即答した。

「それはできない」

　彼はまったく狼狽えるふうではなく、表情を変えない。

「なぜですか？　悠司さんには、わたし以外に愛しているひとがいるんですよね？」

　なぜ離婚に応じないのだろうか？

　桜子にはとうてい理解しえないことだ。愛するひと以外と一緒に暮らせないなんて、そんな人生意味がないのではないか。

　だが彼は頑ななまでに、頭を大きく左右に振る。

（ああ……そうね。悠司さんには、ほかにも大切なものがあるのね。自分で起ち上げた会社とか地位とか……資産とか）

「お祖父さま」

　桜子は身体の向きを、ことの展開がよくわかっていない姜次郎に向ける。

「お願いがあります」

　日本経済界の重鎮、政界の黒幕と謳われる姜次郎だが、手中の宝玉であったひとり娘が産んだ、たったひとりの孫にはさすがに弱かった。

　驚きで目を大きく見開き、話題を悠司に戻そうとする。

「なんだね。藪から棒すぎるだろう。ほれ、悠司君も困っているではないか」

「わたしと悠司さんが離婚しても、彼への支援はストップしないでください」

「は？　桜子や。離婚だと？」

「悠司さんにはわたしではなく、別に好きな女性がいるのです。だから離婚を決意しました」

「なんだと！　悠司君、それは真実か！」

　瞬間湯沸かし器のように憤った姜次郎が、顔を真っ赤にして勢いよく起ち上がった。

　袴の裾を翻して、悠司に詰め寄る。

　虚を突かれて、なにも知らないはずの桜子が事実をぶちまけたのだ。

　さそがし狼狽えるかと思っていたが、悠司は落ち着いた表情を崩さなかった。

「真実ではありません。桜子は勘違いをしているのです」

「勘違いではありません！」

　滅多に声を荒げない桜子がそうと叫ぶと、姜次郎のほうがあたふたと焦り始めた。

「桜子、どういうことか説明しなさい。わしにはまったくわからん」

「悠司さんは……秘書のかたを愛しているのです」

「そんなわけがない。おれは桜子だけを愛している」

　ふたりのやり取りに、姜次郎は呆れてソファに座り直した。

　桜子は必死だが、はたから見たら単なる痴話げんかなのだろう。

　しかし桜子は痴話げんかで終わらせるつもりはない。

「昨日……あなたのオフィスに行きました。休憩室で……」

「ああ。受付から聞いている。聞こうと思っていたが、突然どうしたんだ？」

　妊娠のことを告げようとオフィスへ行ったことは口をつぐんだ。

「愛していると……秘書のかたに囁いていました。心がこもっていないと怒られていました」

　思い出すだけでも泣きそうになってしまう。でもここで泣いてはいけないと、奥歯をぐっと噛みしめた。

　休憩室で繰り広げられたできごとだけを、要約して説明する。

「それは違う。君の誤解だ」

「わたしはこの耳で確かに聞きました」

　興味津々といった顔で、姜次郎が桜子と悠司の会話に耳を傾けている。

「わかってしまったのです。あなたがわたしを愛していないことを……お祖父さまからの融資や支援のために結婚したのだということを」

　自分で口にして悲しくなってしまう。もうわなわなと唇が震えて、目には涙が滲んでいた。

「桜子……」

「お願いです。悠司さん、離婚してください。わたしはもう辛いのです」

　悠司がふうと嘆息すると、桜子の両肩に大きな手を乗せた。

　桜子の顔をのぞき込むと、彼が説得するように囁く。

「桜子。おれは君に伝えたはずだ。自分の意志で君を求めた。京極桜子という女性ではない。桜子というひとりの女性を愛したんだと」

　桜子の脳裏と心に、モルディブの鮮やかな景色が浮かび上がる。

　眩しい太陽、爽やかな潮風。どこまでも碧い海。

　悠司とふたりだけのパラダイスで、愛し合った日々を────

「伝わっていなかったのか？　君の身体にも気持ちにも、おれの本心は刻まれなかったのか？」

「悠司さん……わたし……」

　悠司の真剣な声に、桜子の決意が揺らぎかけてしまう。

「君もおれを好きだといってくれた。一目惚れだとも……それなのに、よくわからない思い込みでおれを捨てられるのか？」

「捨てるのはわたしじゃない！　悠司さんじゃないの！」

　思い込みといわれて、つい桜子は声を荒げてしまう。

「秘書は秘書だ。それに荒木は結婚している」

「え？」

　結婚していると聞き、安堵するより別のことが気になってしまう。

「悠司さん、それは、ふ、不倫では!?」

「どうしてそうなるんだ……」

「だって……」

　既婚者相手に愛していると告白していたわけだから、言葉として間違いではない。

「愛しているって彼女にいったわ。自分の耳で聞いたもの！　それでも妄想なの？　勘違いなの？」

「ああ。そのとおりだ」

　桜子としては立ち聞きしてしまったのだから、納得いくわけがない。

「だったらなぜ、秘書のかたに愛しているなんてことを？」

　悠司が気恥ずかしいという顔をする。彼のこんな表情は珍しい。

「荒木に、その……帰宅していないことを突っ込まれてね。それで愛していると、毎日電話をして、妻に囁けと煽られた」

　推し量かる桜子に、悠司が申し開きをしてくる。

「それで練習として、ここでいってみろと……おれは荒木相手だったから適当に返していたし、彼女はなんというか……」

　桜子の華奢な肩に置かれた手に、少しだけ力が籠もる。

　自分の説明を理解してほしいというでもいうように。

「ちゃっかりしているから、教授料としてディナーでも奢れと。それも旦那とふたりで行くから金だけ寄こせとかいい出すような奴でね」

　その話が事実なら荒木という秘書は、なかなかにしたたかである。

「ちなみに彼女の旦那は、おれの会社の外部取締役だ」

　悠司の話をどこまで信じていいかわからないが、桜子の懐疑がじょじょに溶けていく。

　悠司の真剣な眼差し、低く力強い声が、桜子の心を捉えるから。

「おれは桜子を愛している。絶対に離婚はしない」

　そうといい切る悠司に、桜子は心の奥底に秘めていた疑問を投げかける。

「わたしの、どこが好きなんですか？」

　悠司が驚愕の顔を向けてきたが、桜子は構わず言葉を続けた。

「お祖父さまの孫である以外に、愛される要因がわたしにあるとは思えません」

　自分で口にしていて悲しくなるが、桜子は自覚していた。

　なんの取り柄もなく、特別に美人でもない桜子が、周囲から手厚く扱われるのは京極財閥の総帥、姜次郎の孫だからである。

「もっと早く聞けばよかったわ。でも怖かったの。わたしは悠司さんに一目惚れしたけど、悠司さんはわたしを好きになる理由がないもの」

　聞きにくい質問ではあるが、これだけは彼に答えてほしかった。納得する答えでなければ、またしても彼を信じられなくなるかもしれない。

　その問いを受け、ここにきてようやく悠司が困った表情を浮かべた。

「おれは……君に愛しているとしかいっていなかったな」

　悠司は、明らかに狼狽えているとわかった。

　彼を困らせている。やはり桜子を好きになった理由を聞くのではなかった。

　すると突然姜次郎がふぉふぉふぉと笑い出したので、桜子も悠司も視線を向ける。

「悠司君。ビジネスに関しては、くせもの相手でも余裕綽々で駆け引きができる男が、か弱い女性に対してはそこまで引き腰とはのう」

「京極総帥。からかわないでください」

「よいだろう。わしも色恋沙汰や痴情のもつれにこれ以上首を突っ込みたくない。野暮というものだしな」

　姜次郎は、ぐびりとお茶をひとくち飲むと、それをゆっくり茶托に戻してから話し始めた。

「桜子よ。わしは席を外すから、ゆっくりと悠司君と話し合いなさい。ただ、これだけはわしの口からいっておく」

　姜次郎は起ち上がると、桜子に向かってこういった。

「悠司君が帰宅できないほど仕事に忙殺したのは、わしとの取引のためだ」

「取引……ですか？」

「ああ。悠司君と桜子の結婚が決まったとき、わしは難題を出したのだ。桜子と結婚したいのならば……」

　────五年以内に会社の利益を百億に、さらに五十億の個人資産を有しろ。ビジネスで得た収益でも株や外貨の利益でもなんでもいい。そしてその五十億を桜子名義にして残せ。それができなかった場合は、離婚させる。

「五十億!?」

　桜子はその金額の大きさに驚き、慌てて悠司に視線を向けた。

　彼は姜次郎の難題がすべて真実であるというように、肯定の意で小さく頷く。

　ふたたび視線を戻すと、姜次郎が老獪な政治界の黒幕という表情を見せてきた。

「驚くほどの額でもあるまい？　一流の起業家は自分の会社を複数持ち、数百億以上の利益を叩き出している。そのうえ多額の個人資産を有しているものだ」

「わたしだって経済誌くらい読みます！　でも、それはほんの一部の成功者だけだわ。それも五年以内になんて……」

　悠司の会社ならば五年で利益百億どころか、その倍の数字をあげるだろう。

　しかし五年以内に個人資産五十億など、よほどの手腕と運がなければ厳しいのではないだろうか。

　放置されていた期間、彼はそのために働いていたというのか。

「でも……なぜわたしの名義で……？」

「それはわしの親心ならぬ祖父心だ。わしが死んだあと、娘と孫だけは守りたい。娘は結婚相手がしっかりしているから問題ないだろう。桜子を……守れる男かどうか判断したかったのだ」

　ときおり桜子と桜子の母にだけ見せる、優しい祖父という表情を姜次郎が向ける。

「お祖父さま……」

　姜次郎が悠司に課した難題は、桜子を愛するがあまりのことだと理解できる。

　悠司が姜次郎から認められたくて、がむしゃらに頑張っていることもわかる。

　しかし────

「でも……わたしが求めていたのは五十億なんかじゃないの。悠司さん……あなたとの時間、あなたとのひとときだったの……」

　桜子は身をすっと後退し、肩に乗っていた彼の手を振り落とした。

　悠司の顔をしっかりと見据え、桜子は自分の気持ちを口にする。

「桜子？」

「わたし名義の五十億なんてどうでもいいわ。それで、わたしの寂しさは埋まらない。離婚の決意は変わりません」

　心配そうな悠司に向かって、桜子ははっきりとこう断言した。

「だって、わたしはあなたの妻なのよ。口止めされていたとしても、少しくらい相談してほしかった……」

　そう言葉を返すと、背を向け扉へと足早に向かう。

「桜子！」

「追いかけてこないでください」

　扉を開けると、お茶碗と茶菓子をトレイに載せた田中とはち合った。

「桜子お嬢さま？」

「ごめんなさい。帰ります」

　さらに母も現れるが、桜子はいろいろ追及されるのがいやで、なにもいわずに廊下を早足で歩いていく。

　実家から出ると、ポツリと雨が頬にあたった。

「雨……」

　グレー色の雲に覆われた空から、冷たい雨がシトシトと降ってくる。

　どうして今日の空が、こんなにも自分の心を映しているのか不思議でならない。

「もう……あのマンションに帰りたくない……」

　しかし実家に戻るのもいやだった。

　両親から詮索されるのも、田中に不憫がられるのも、すべてが煩わしい。

　ビジネスホテルに泊ったことはないし、京極グループのホテルしか行き先がない。

「どうしようかな……」

　ふらふらと歩き出すと、突然腕を掴まれた。

「桜子！」

　振り向くと、焦った顔の悠司が立っていた。

　心配して追いかけてきたとわかっているのに、桜子はつっけんどんな言いかたをした。

「追いかけてこないでといったわ」

「そのつもりだった。君が落ち着くまで、待っていようと思った。しかし……」

　悠司の顔を見るのも辛い、そう思えて顔を背ける。

「君のお母さんから妊娠していると聞いた。それで堪らなくなって追いかけてきたんだ」

　追いかけてくれたことが嬉しいのに、反抗的になってつれない態度を取ってしまう。

　彼が桜子の妊娠を喜んでいるのかどうか知りたいのに、怖くて顔を向けられない。

「離婚なんていわないでくれ。おれの桜子」

　切実な悠司の声に、桜子の決意が揺らいでしまう。

　モルディブでなんども聞いた愛の言葉。

　受け入れるには、もう一度この質問をするしかなかった。

「じゃあ、ここで……わたしを好きになった理由を教えてください」

「とりあえず戻ろう。桜子が風邪をひいたら困る」

「わたしは困らない」

「君はお腹に子を宿している。なにかあれば、その子にも影響するだろう？」

「……そう、ね。でも…」

　拒絶するように背を向けたままの桜子に、悠司は懸命に話しかけた。

「桜子。おれが心配なんだ。屋根のある場所でなら、いくらでも話すから」

「いいえ。理由が先よ。それを聞かないとわたし、てこでもここを動かない」

　桜子の本気が見て取れたからだろうか、悠司はジャケットを脱ぐと桜子の頭からふわりとかけた。

「あなたが濡れるわ」

「いいんだ。大事な桜子が風邪をひいたら困る」

　彼のエキゾチックなフレグランスが香り、思わずジャケットをぎゅっと握る。

　桜子に直接雨がかからないとわかると、悠司がおもむろに口を開く。

「あれは……お見合いの一ヶ月前、京極総帥の生誕パーティでのことだ」
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　悠司は日本に帰国した早々、京極姜次郎に目をかけられ取り立てられた。

　姜次郎から、自身の誕生日パーティで顔と名を売っておけと命じられたが、そもそも悠司という存在が気に入らない連中ばかりである。

　成り上がりの小僧扱いで、誰と挨拶してもけんもほろろという態度、中にはあからさまに金の無心お断りと煙たがられた。

　特に、どこかの銀行頭取とその息子は低俗であった。

「京極総帥に擦り寄ってなにを企んでいるのかね？　アメリカ帰りだかなんだか知らんが、所詮野犬は野犬だ。血統書つきにはなれんねえ」

「成り上がりのくせに自分を立志伝中の人物と勘違いする輩が多くて困る。パーティが薄汚れるよ」

（なんだ、こいつら。ここの銀行から絶対に金は借りないでおこう）

　企業を起ち上げたばかりの悠司は、なるべく銀行を敵に回したくなかった。

　だから罵詈雑言にも耐えたし、反論のひとつもしなかった。

（どうせ、二度と会わないことだしな。適当に時間を潰して、京極総帥に挨拶をしたら帰るか）

　壁際でひとりスパークリングワインを飲んでいたら、場の雰囲気が華やいだ。

「おお。京極総帥のお孫さんの桜子お嬢さま。お久しいですな」

「お久しぶりです」

「桜子お嬢さま。よろしければ今度乗馬クラブに行きませんか？」

「ありがとうございます。でもわたしは運動が苦手で、室内を好みますから結構です」

　純白の清楚なワンピース姿の女性がパーティ会場に現れただけで、みな色めき立った。

（彼女が、京極総帥が目に入れても痛くないと噂されている孫か）

　とりあえず挨拶でもしておくかと、ワイングラスをテーブルに置き、桜子のもとへと向かう。

　すると先ほどの嫌味連発頭取親子が、ニヤリといやらしく口角を上げた。

「桜子お嬢さま。そういえば平民出身の成り上がりが、このパーティに紛れ込んでいるそうですよ。お気をつけください」

「まあ……成り上がりですか」

　頭取親子のあからさまなあてつけに気がついているのかどうなのか。桜子が、手を口にあて驚いた顔をした。

（天然そうなお嬢さんだな。どうでもいいけど）

「おっと……」

　頭取の息子が、足もとが滑ったふりをして、手に持つワイングラスの中身を、わざと悠司に向けてかけてきた。

　パシャンと音を立てて、悠司の胸もとが真っ赤に染まる。

　ドレスシャツに染みがじわりと広がっていく。

「おお、すまない、すまない。手もとが狂ったよ」

　大笑いする頭取の息子に、悠司は怒りがこみ上げてくる。

（ここがニューヨークのブラウンズビルなら一発殴りつけるんだがな）

　大人びて見えるが、悠司もまだ二十六歳。血気盛んな面を多いに残している。

（京極総帥の顔を潰すわけにもいかない。我慢するか）

　どうせ桜子も一緒になって悠司を成金と蔑むのだろう。そう考えていたら────

「まあ！　大丈夫ですか？」

　桜子が悠司のそばにきて、濡れている範囲を調べようとする。

　慌てたのは悠司よりも、頭取とその息子のほうだ。

「桜子お嬢さま。そいつは平民の成り上がりですよ。触れたら穢れます」

「なにをおっしゃっているのか理解できません。華族、士族、平民と身分を分けていたのは明治時代のことですよ」

　桜子はクラッチバッグからレースのハンカチを取り出すと、悠司に手渡した。

「これでお拭きください」

　桜子にそれとなく窘められたというのに、ぼんくらな頭取の息子は構わず悠司を攻撃してきた。

「そ、それはそうかもしれませんが、我々と違うのは確かです！　成り上がりの男になど情を見せてはなりません！」

「成り上がりというのは、自らの努力で地位と権力を手にしたかたのことです。なにか問題がありますか？」

　凛とした口調でそう返す桜子に、悠司の目と心が奪われてしまう。

　定義としては間違っていない。悠司は自分の身ひとつと才覚だけで成功者となった。

　ただ、生まれながらに裕福で苦労をしたことのない桜子が、成り上がりという言葉をそのように解釈してくれるとは、悠司のほうが驚いてしまった。

　桜子の前で悠司を貶めたいのだろうが、頭取息子はとことん愚かな発言をした。

「桜子お嬢さま！　金に汚い男に近寄っては……」

　桜子は一笑し、頭取の息子を蔑視するような目を向けた。

「銀行頭取のご子息なのに、お金に汚い、きれいがあるとおっしゃるの？　どのような理論かしら」

　頭取の息子の喉がぐっと鳴り、悠司の耳まで聞こえてきた。

「間もなく壇上でお祖父さまが挨拶されるので、これで失礼します」

　桜子は頭を小さく下げると、そのまま去っていった。

　恥ずかしくなったのだろうか、頭取の息子と父親は、とっとと姿を消してしまった。

　悠司は桜子の華奢な背中を見つめながら、手に持つハンカチに力を込めた。

　ふわりと花の香りがして、なぜか顔が火照ってしまう。

「桜子お嬢さま……京極桜子。京極総帥の孫娘……」

　清楚でたおやかで、どこからどう見てもお嬢さまで、心に一本芯のとおった強さを持つ桜子に、悠司は一瞬で魅了されてしまった。
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「おれはそのとき、桜子に一目惚れしたんだよ。君は覚えてないようだから黙っていたけどね」

　悠司には申しわけないが、悠司のことはさっぱり記憶にない。

　ただ誕生日パーティで、妙なもめごとを起こそうとした銀行頭取とその子息のことは覚えている。

　桜子としては、成金だろうがなんだろうが、色眼鏡で見るつもりは毛頭ない。

　学生時代には、新興の政治家や財閥の友人も多かった。はっきりいって古くからある財閥系のひとたちより面白い。

　だから妙な偏見や先入観を持っていなかっただけのこと。

「忘れていてごめんなさい」

　悠司が艶やかな笑みを見せた。雨の勢いが増し、彼の黒髪がしっとりと濡れ、セクシーに見える。

（悠司さん、わたしに一目惚れだったの……？　じゃあ、わたしたちはお互いに……）

「おれはすぐさま、京極総裁に桜子と見合いを申し込んだ。孫を溺愛しているという評判の京極総裁が、ふたつ返事でセッティングしてくれてこっちが驚いたよ」

　悠司が自嘲気味に、ははっと笑った。

「桜子がおれとの結婚を了承するとは、夢にも思っていなかったんだろうな。すると妨害したくなったのか、あの条件を出してきたんだ」

「会社の利益と個人資産……？」

　悠司が肯定の意味で深く頷く。

「五年で達成しなければ離婚させると脅されてね」

「実行する必要があったの？　だって結婚を決めたのは、わたしと悠司さんよ。口出しするなんておかしいわ」

　桜子の主張はもっともである。だが悠司には別の観点があるようだ。

　彼はふっと瞼を伏せると、あまり楽しくない思い出を振り返るような寂しげな表情を浮かべた。

「……おれは小さい頃に家族を事故で失い、天涯孤独だった。ずっと家族というものに憧れていた。できることなら愛する桜子と幸せな家庭を作りたい。その希望を奪われてしまう要素を少しでも取り除いておきたかったんだ」

　桜子は悠司の過去を知っていたが、問題視はしていなかった。

　彼が長年抱え持つ孤独まで気が回らなかった。

「わたしと幸せな家庭を築くために……？」

「ああ」

「教えてくれたらよかったのに……」

「京極総帥に口止めされていた。桜子が知ったら怒り出すだろうからと」

（怒るに決まっているじゃない。わたしの気持ちを無視して、そんな取り決めをするなんて。でも、わたしも愚かだったわ。もっと彼を知るために自分から動けばよかった）

「寂しい思いをさせて悪かった。尊重すべきは桜子の意向だった」

　そういうと悠司の顔が近づき、桜子の額にちゅっと唇をあてた。

　くすぐったくて肩をすくめるが、彼はなんどもキスを与えてくる。

　先ほどまでは彼を疑って憤ってばかりだった。

　しかし彼の想いを知って桜子の疑惑が溶けた状態となっては、悠司の感情が心に入り込んでくる。

「桜子がおれのハンカチをお守りだといってくれて嬉しかったよ。おれも、桜子に一目惚れしたときのハンカチをずっと持っている」

　悠司がジャケットの内ポケットからハンカチを取り出した。

　男性が持つようなものではない、レースのシルクハンカチ。見覚えのあるそれは、かつて桜子の持ち物だったものだ。

「悠司さんも、わたしに一目惚れしてくれたのね」

「ああ。君と同じだ」

　悠司はそのハンカチを握りしめると、まるで宝ものでも扱うように恭しく自分の唇をあてる。

　桜子は、まるで自分がキスされたかのように頬を紅潮させた。

「一日でも早く京極総帥との約束を達成して、名実ともに桜子と夫婦でいたかった。だからこの二年間がむしゃらに働いた。桜子の顔を見たくなったときは、このハンカチを眺めていたよ」

　桜子の目に熱いなにかがたまってくる。

　彼が自分と同じように、相手の持ちものを心の拠り所として、支えとして、この二年間努力してきたのだと思うと、今にも泣き出しそうになる。

「この三ヶ月も寂しい思いをさせて悪かった」

　桜子は頭を左右に振った。

「モルディブの一週間が……あなたの仕事を圧迫したのね」

　悠司が気まずそうな顔で、目を泳がした。

「実はそうなんだ。すべての予定をキャンセルしてハネムーンに行ったことで、いくつかのビジネスチャンスを潰しかけてしまった。アフターフォローのために走り回っていたんだよ」

「なぜ黙っていたの？」

「桜子がそのことを知ったら自分を責めるだろ？　だからいえなかった。悪い」

　確かにハネムーンに連れていってもらってないと訴えたのは桜子だ。

　仕事が切迫した状態であることを教えてくれたら、わがままはいわなかった。

　……と考えて思い直す。あのときは桜子も追い詰められていた。おそらく彼の大変さを理解できていなかっただろう。

「でも安心してくれ。しばらくは仕事をセーブして君との時間を大切にしたい」

「……いいの？」

　二年以上我慢したのだ。もう少しなら辛抱してみせる。

「今日京極総帥と話をしたのは、会社の利益で五百億、桜子名義で五十億用意したという報告だ。驚かれていたよ」

「二年で達成したの!?」

　驚くべき偉業を達した彼は、たいしたことではないという顔で笑っている。

「ああ。すごいだろ？　褒めてくれるか？」

「ええ、ええ！　お祖父さまが五年といったところを二年なのでしょう？　悠司さん、あなたはすごいひとだわ」

　悠司が腕を差し出すと、桜子をぎゅうっと抱きしめた。

　桜子の首筋に顔を埋めると、カリッと耳朶を甘噛みする。

「桜子に褒められるのが一番嬉しいな」

　悠司の手のひらが、桜子の肩や背中を撫で擦る。

「おれを疑った罰だ。今夜は一晩中抱き尽くしてやる。おれの愛を身体中に染み渡らせてやるよ」

　言葉だと不穏に思えるが、桜子にとっては至上の告白だ。

「悠司さん。一晩中わたしを愛して。あなたの愛が足りないの。いっぱい満たしてくれないと……」

　悠司の形のいい唇に、自分の唇をちゅっと触れ合わせる。

「すぐに離婚といい出しますからね」
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　びしょ濡れのふたりは、桜子の実家の駐車場に停めてあった悠司の車に乗り込むと、すぐに愛の巣へと戻った。

　マンションの玄関に着いた早々、悠司が濡れた衣類を脱ぎ出した。

　このまま部屋に入ると、フローリングの床も絨毯もたいへんなことになってしまう。

　桜子もブラウスを脱ごうとしたが、ぴったりと肌にくっついてしまい、なかなかボタンが外せなかった。

　手が冷え切っているせいもあるかもしれない。

　上半身裸の悠司が、もたもたする桜子の胸もとに手を伸ばすと、ボタンを外し始める。

　彼の指が触れる部分から暖かみを感じ、桜子の胸がドキドキと高鳴ってしまう。

「ありがとう……」

「早く温かいシャワーを浴びよう。君が風邪をひいたら、お腹の中の子も風邪をひく」

　妊娠三ヶ月の状態では、まだ赤ちゃんの形をなしていない。

　風邪をひくとは思えないが、悠司が真剣な顔で桜子とお腹の子どもを気遣ってくれるのが嬉しかった。

「あとは自分で脱げるわ……」

　彼から背を向けて、スカートを脱ぎ落とすと、下着姿だけになる。

　いつつわりがくるかわからないので、締めつけの緩い柔らかな素材のブラとショーツを桜子は着用していた。

　彼にはなんども裸体を見られているが、蛍光灯の下では見られたくないと思えた。

　手際よくすべての衣類を脱いだ悠司が、バスルームへと向かう。

「一緒にシャワーを浴びよう」

「え……」

「なにを恥ずかしがっているんだ。なんどもモルディブでは入ったじゃないか」

「そうだけど……」

「おいで、風邪をひかせたくないんだ。早く」

　悠司が浴室の中から手を差し出す。

「わかったわ」

　桜子は彼の手を取ると、一緒に浴室へと入った。

　悠司がシャワーを出すと、あっという間に湯気がバスルームに立ち籠める。

　彼が浴槽に湯をためるスイッチを押すと、ザアアアァァァと湯の噴き出す音がした。

　気恥ずかしくてゆっくりとブラジャーを外していると、腕を取られてバスルームに引っ張り込まれる。

「きゃっ……！」

「早く身体を温めるんだ」

「は、はい……」

　彼がブラジャーを手に取ると、ぽいと脱衣所に投げた。

　続いて桜子のショーツに手をかけると、下へとずらそうとする。

「自分で脱げるから……」

　しかし彼が勢いよく足首までずらしてきたから、しかたなくそっと爪先を抜く。

　悠司の顔の前に、桜子のうっすらとした茂みがきて、恥ずかしくて腰が引けてしまう。

　悠司は気にしたようすもなく起ち上がると、シャワーヘッドを手に取った。

　桜子の頭上から湯をかけてきたので、気持ちよくてふうと一息つく。

　ところが十分近く、桜子にばかりシャワーをかけてくるので、彼のことを心配してしまう。

「悠司さん。わたしばかりじゃなくて、あなたも温まってほしいのだけど」

「ダメだ。桜子が先に決まっている。ここに……」

　シャワーヘッドを持たないほうの手を、桜子の下腹にそっとあてる。

　彼の手は温かく、冷えた身体がそこからじわりと温もっていくような気がした。

「おれの子がいるんだ。なにがあっても桜子とこの子を優先する」

「悠司さん……」

　頑ななまでの口調に、彼が天涯孤独であったことを思い出してしまう。

（この子を無事に産んで、あなたと幸せな家庭を作りたいわ。これからは不安なことがあっても、必ず彼に相談してふたりで困難を乗り越えていきましょう）

　悠司がシャワーヘッドをフックに引っかけると、ボディソープを両手に取った。

　泡立てると、桜子の肌を直接素手で洗い始める。

「悠司さん、待って……」

　モルディブで猫脚のバスタブに、一緒に入ることはあったが、身体を洗われたことはなかった。

　彼が桜子の身体を壁側に向かせると、脇下から手を差し入れてくる。

「身体を洗うから、大人しくしていてくれ」

　背後から大きな手で乳房をすくい上げ、なんども揉みしだいてくる。

「ぁあんっ……」

　脇から中央へと谷間を作るように寄せてきたり、下から上へと持ち上げたり。

　泡だった指で乳首をムニュムニュと擦ったり、人差し指で弾いてみたり。

　そんな卑猥な動きを繰り返され、桜子の冷え切った身体に熱が籠もってくる。

　悠司の手のひらが、腹部へと移動した。

　愛おしそうになんども撫で回すと、脇の下や腰にも手が伸びる。

　ソープでヌルついた悠司の指や手のひらが、桜子の肌をあますところなく触れてきて、脳芯がぼうっとしてしまう。

　プシュプシュと音を立てて、ボディソープが彼の手のひらに足され、首筋や鎖骨、耳朶を洗い始める。

　身体の冷えはとうに去り、シャワーの温かさと湯気で全身が火照ってきた。

　悠司の指が股間に伸び、薄い茂みをかき分け、ヌルリと媚肉を掠めてくる。

「ひゃぁ……あん……」

「可愛い声だ」

　ヌルッ、ニュルとボディソープの泡とともに、割れ目を前後に擦り上げる。

「んん……っ……悠司さん……」

　意識せず太ももがゆるゆると開いてしまい、長くて形のいい指が充血した割れ目をなんども撫でた。

「身体を洗うんじゃなかったの？」

「洗っているだろう？」

　彼の顔は見えないが、おそらくちょっぴり意地悪く笑っているに違いない。声のトーンが楽しそうである。

　悠司の指が花びらを左右に分けた。

「ひゃっ……」

　敏感な部分をヌルヌルと洗われ、痺れに近い快感が下肢に行き渡る。

　ガクガクと足が震え、倒れ込みそうになってしまう。

　悠司が腕で桜子の身体を支えたひょうしに、腰あたりに硬いなにかがゴリッとあたった。

　首を捻って窺うと、隆々と勃ち上がった脈打つ男性器を目の当たりにする。

「あ……」

　悠司の男性自身が昂ぶっている。桜子の身体を撫で回したことで、陰部を洗ったことで、亀頭の先端が下腹にくっつきそうなほど大きくなっている。

（どうしよう……悠司さんのが……ほしい……）

　無意識に桜子の喉が隆起する。

　物ほしそうな表情を見られてしまったようで、悠司がふっと笑った。

　大きな手を肉茎にあてがうと、太く硬い先端をズリズリと桜子の尻にあててくる。

　卑猥な行為なのに、ゾクゾクとした震えがきてしまった。

「桜子を抱きたいが……無理はしたくない。妊娠がわかったばかりだろう？」

「悠司さん……」

　抱いてほしい。桜子も心から彼を求めている。

　しかしその前に、どうしても彼にしてあげたいことがあった。

「あ、あの……わたしも……」

　真っ赤な顔でしどろもどろになる桜子を、不思議そうな顔でのぞき込んでくる。

「あなたの身体を……洗ってもいい？」

　そう口にしてから、いかに自分がはしたない提案をしたのかを恥じてしまう。

「嘘です！　ごめんなさい！」

　真っ赤な頬に両手をあてて、背を丸めて顔を隠した。

「忘れて……」

　悠司が桜子を背後から抱きしめると、桜子の首筋に顔を埋めた。

「桜子の好意をありがたく受けようか」

　耳もとで囁かれて、気恥ずかしさで桜子はいたたまれなくなる。

「ううっ……忘れてくれないのね」

「当然じゃないか。そんな嬉しい提案をされて、なかったことにできるわけがない」

　嬉しそうにそう返され、そう悪くない提案だったのかと安心する。

（わたしも悠司さんを労りたいの。わたしのためにずっと無理をしてくれていたんだもの）

　桜子は気持ちを切り替えると、悠司の逞しい身体と向かい合った。

　ボディソープの容器を手渡されたので、浴槽のへりに置く。

　自分の手のひらにそれを取ると、泡立ててから悠司の濡れた肌にそっと触れてみる。

　筋張った首から、浮き上がった鎖骨をなんども撫で、厚みのある広い肩に両手を伸ばしていく。

　悠司は気持ちよさそうに目を細め、身体を洗われている間、桜子の耳朶や首筋に触れていた。

　くすぐったいのか、ときどき肩を少しすくめると、彼の胸板の筋肉がピクピク動いた。

　そんなところが可愛いと思ってしまい、桜子は一生懸命、彼の身体を洗った。

　筋肉質な二の腕に、広い胸。背中に回って、逞しい肩甲骨に手を這わす。

（硬い身体だけど、手のひらに馴染むのね。それに触れていたら温かい……体温が高いのかしら）

　最初は緊張していたが、そのうちもっと触れていたいという衝動に駆られ、少しだけ大胆な行動を取ってしまう。

　彼の背中からぴったりとくっつき、腕を回して胸や腹を洗う。

　桜子の乳房がむにゅと彼の背中で盛り上がるが、気にせずせっせと撫でまくる。

　桜子の頬が彼の背に触れ、心音が皮膚越しに伝わってくる。

（わたしと同じくらいドキドキしている……気持ちいいのなら嬉しいけど）

　ふたたび前面にきてボディソープを足してから、きゅっと引き締まった腰を洗い、そして────

　先端が天を向いている男性器に触れようかどうしようかと躊躇していたら、先に悠司が声をかけてきた。

「そこは洗ってくれないのか？」

「……ええと」

　いわれて桜子は顔を真っ赤にしてしまう。

　はしたないと考えたが、触れてみたいという欲望のほうが上回った。

「少しだけ……」

　そっと小さな手を伸ばし、隆起した肉棒の根を指で触れる。

　熱くて硬くて猛々しいそれは、桜子が触れるともっと先端を反らせた。

　ドクドクと脈動する男性器が、桜子の手の中で悦びを表している。それが愛おしくて堪らない。

　桜子は滾る肉塊に指を這わせ、ソープのヌメりを借りて、なんども擦り上げた。

　黒々とした茂みから伸びる肉棒の根もとは、赤黒い血管がいくつも浮き上がっていた。

　どっしりと垂れ下がる陰嚢からは、彼の生命力を受ける。

　張りのある肉茎がますます硬くなった。くっきりとした段差の括れにも指を添えてみた。

　そして膨れ上がった亀頭の先端を目にして、桜子の欲望が喉もとまでこみ上げてくる。

　鈴口になっているそこは、ほかとは違って皮膚が薄かった。

　きれいな色をしており、生々しい造形の男根とうってかわって繊細そうだ。

（ええと……ここは優しく……）

　親指でゆるゆると撫でようとしたら、つい爪を引っかけてしまった。

「いっ……」

　悠司が小さく声を漏らし、腰がビクッと震えた。眉間に皺がくっきりと浮かんだので、痛かったのだと推測する。

「ごめんなさい！」

「大丈夫だ。ただ、そこは……」

　平気そうなふりをしているが、悠司の眉間からは皺が取れなかった。

　男性器のことをすべてわかっているわけではないので、どうすればいいのかわかりかねてしまう。

「これくらいにしておこう」

　悠司がシャワーヘッドを手に持つと、男性器についた泡を洗い流す。

　痛い思いをさせてしまっただけとなり、桜子は焦ってしまう。

　そのままバスルームの床に膝をつけると、彼の肉棒へ顔を近づけた。

「桜子？」

　桜子以上に悠司のほうが焦った声をあげるが、気にしていられなかった。

　震える舌を伸ばして、亀頭の先端をヌルりと舐め上げたのである。

（悠司さんもわたしのあそこを舐めていたもの。わたしだって……）

　肉棒の先端に舌が触れると、不思議なことになんてことのない行為に思えた。

　鈴口も包皮も柔らかくて、とても繊細である。桜子の舌で鈴口を突いてみたり、舌先で包皮を剥くようにして回してみたり、丁寧に亀頭を愛撫する。

　悠司は声を出さなかったが、息を吐いているのだけはわかった。

　桜子の口での奉仕が拙すぎて、それほど気持ちはよくはないのだろう。

（まだ痛いかしら？　もっと優しく舐めてみましょう）

　唇を大きく広げ、肉棒の半分ほどを口腔に迎え入れる。

　舌先を尖らせて、ヌルヌルと竿の部分を舐めてみた。それでも悠司が声を漏らさないので、これでいいのかどうなのかさっぱりわからない。

　亀頭の裏筋を舌で舐めまくり、口端から唾液を滴らせ、深くまで咥えようと頑張ってみる。

　じわりと先端に苦い味が広がったが、それが彼の味のような気がして、小さく喉を鳴らして飲み込んだ。

　鼻に抜けていく雄の匂いに、桜子の女の本能がクラクラとしてしまう。

　だがこれ以上は咥えられないというところまで肉棒を口腔に抑え込むと、さすがに亀頭の先端が咽頭を突く。

「こほ……ごほ……」

　咽せてしまい慌てて口を離すと、心配した悠司がしゃがみ込んできた。

「これ以上は無理をするな」

「だって……爪があたって痛かったでしょう？　だから……」

「まあ確かに痛かったが、桜子の舌で慰められたから大丈夫だ。いやなことを無理矢理する必要はない」

　いやでもなければ無理矢理されたことでもない。桜子が自ら望んでした行為だ。

「その……わたし、悠司さんの、舐めてみたくて……いやじゃないの……」

　自分で口にしてあまりの恥ずかしさに、穴があったら潜りたくなってしまう。

「ごめんなさい……恥ずかしくて、これ以上は……」

　真っ赤な顔を両手で塞いでしまうと、悠司がそっと抱きしめてきた。

　シャワーの温かい湯をふたりで受け、悠司が愛おしそうな顔で桜子の髪を撫でる。

「大丈夫だ。桜子の口が温かくて蕩けそうで、我慢できなくなりそうだった」

「そうなの？」

　嬉しそうに顔を赤らめ、上目遣いで見てくる桜子に、悠司が困った笑みを向ける。

「だから、このあとはベッドで愛し合おう」

　彼はそういうと、頑張って彼の男芯に奉仕した小さな唇に、ちゅっと可愛いキスをした。
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　身体を温めようと一緒に浴槽に入る。

　彼の腕の中にすっぽり入り、首筋を舐められたり耳朶を甘噛みされたりされ、下肢の中心がズクズクと切なくなる。

　悠司の昂ぶった肉棒は、ずっと桜子の尻にゴリゴリとあたっており扇情的で堪らなくなってしまった。

　浴室から出ると、お揃いのバスローブを着用し、バスタオルでお互いの髪の水分を拭い合う。

　悠司が冷蔵庫からミネラルウォーターの入ったペットボトルを取り出すと、キャップを捻り、喉を鳴らして飲む。

　ゴクゴクと音がするたび、男らしい喉が上下し、悠司の魅せる男性美に視線が釘つけになった。

（なんど見ても悠司さんはかっこいいわ。挙動のひとつひとつがすてき……）

「飲むか？」

「ええ。わたしもいただくわ」

　長湯で桜子も喉が渇いていた。てっきりペットボトルを渡してくれるのかと思ったら、彼はぐいと大きくあおると、そのまま桜子を抱きしめ口づけをしてきた。

「んん……」

　彼の口からミネラルウォーターが流れ込んでくる。

　逞しい腕と胸に包まれて、甘い口づけとともに冷たいミネラルウォーターを飲み干す。

　そんな愛の行為に、桜子の意識がうっとりとしてしまう。

　彼の唇が離れていくと、つい物ほしそうな顔をしてしまった。

「悠司さん……」

「桜子」

　彼は名を呼ぶと、頬や額、頭になんども小さなキスの雨を降らせた。

「優しく抱くから安心してくれ」

　彼は桜子の身体を気にしてくれている。しかし激しく抱かれたかった。

「ううん。わたしいっぱい、あなたと愛し合いたいの」

「無理だと思ったらいってくれ。君を求めすぎていて、抱き潰してしまうかもしれない」

「いいのよ。わたしはあなたの妻だもの」

　熱に潤む瞳で見上げると、いつもは余裕を残している悠司がどこか切羽詰まったようすで見下ろしていた。

　こんなときの彼は、まるで荒々しい飢えた獣のように見える。

（わたしがあなたに、たくさんの愛をあげる。家族もあげるわ。いっぱい満たしてあげたいの）

　悠司が桜子のバスローブの紐を引っ張ったので、するりと足もとへ落ちてしまう。

「きゃ……」

　一糸まとわぬ裸になり、胸や股間を隠そうとしたが、悠司もバスローブを脱いで同じように裸体で立つ。

　悠司が見事な肉体美を堂々と晒すので、桜子も恥ずかしいながらもお互い見つめ合った。

　外はまだ雨が降っている。時刻は夕方だが太陽が見えないせいで薄暗い。

　電灯をつけないまま、ベッドルームへと手を繋いで向かった。

　悠司のことが、好きで好きで、大好きで堪らない。

　世界中でなによりも、誰よりも、自分のことよりも悠司のことが大切だ。

　ベッドに並んで腰掛けるが、一刻も早く彼を受けいれたくてウズウズとしてしまう。

　熱くて太くて硬くて、荒々しいのに優しくて。そんな情熱を秘めた悠司の肉棒で、桜子の胎内を満たしてほしい。

　桜子の欲情が彼に伝わったのか、彼が身体をゆっくりと押し倒してくる。

　下肢に指を這わせ、バスタオルで拭き取りきれなかった水分なのか、彼を思うあまりの先走った愛蜜なのか、湿っているそこをヌルヌルと弄られる。

　肉筒の挿入口に彼の指が押し込まれた瞬間、背筋や下肢に鈍い痺れが行き渡っていく。

「あ……んん……ふぁあ……」

「じゅうぶんに濡れているな」

「……いわないで」

　バスルームでお互いの身体を洗い合ったり、彼の猛々しい肉棒を口淫したりして、桜子の秘所ははしたなく濡れそぼっていた。

「それでも、すぐに挿れるのは痛いだろう。少し慣らすか」

　これ以上焦らされたら、桜子はきっとおかしくなってしまう。

　悠司の滾った肉棒で、思い切り突き上げてほしい。

「ねえ、悠司さん。早くほしいの。早く抱いて」

　桜子の淫らなおねだりに、悠司が嬉しそうに微笑んだ。

「そんなに待たせないよ。だって、君のここは……」

　ヌチュヌチュと内壁を抽送していた指が引き抜かれると、ドロリとした白濁の液にまみれた指を見せつけられた。

　女の感じているときに垂れ流す愛蜜の香りがして、恥ずかしくて瞼を閉じる。

「こんなにもおれがほしくて濡れているからな。すぐにでも挿れてやる」

　意地悪な言葉なのに、それが嬉しくてゾクゾクと身を震わせてしまう。

「自分で足を支えられるか？」

「え……？」

　悠司の大きな手が、桜子の膝頭を持つと左右に大きく割り広げる。

「太ももの裏を自分で持って、大きく脚を広げてみてくれ」

　淫らなポーズを想像し、口を尖らせてしまう。

「できるだろう？　おれが挿入できやすいように、脚を支えて広げるんだ」

「で、できるわ」

　おずおずと手を伸ばして、太ももに手をあて、脚を折り曲げたまま左右に広げる。

　すると蜜で媚肉にくっついていた肉びらも左右に広がるのを感じた。

　冷たい空気に、剥き出しになった肉芽がヒヤリとする。

（恥ずかしい……でもこの姿勢でないと、早く挿れてもらえないもの。我慢しなきゃ……）

　全身をふるふると震わせ、懸命に頑張る桜子がなんとも愛おしい。

　あまりの可愛らしさに、悠司の肉棒がぐぐっと大きくなる。

　悠司がサイドテーブルから、なにやらきれいな模様の箱を取り出した。中から一枚パウチを抜くと、歯で端をピッと開封した。

　輪っか状のものを取り出したのでコンドームであるとわかったが、なぜそれをつけるのかはわからなかった。

「悠司さん。どうして？」

　あどけなく問う桜子に、悠司が困った笑みを返す。

「妊娠中は、感染症にかからないよう気をつけたほうがいいと思ってね」

　悠司から、桜子と胎児のことを思いやる気持ちが伝わってくる。

（そんななにげない優しさが嬉しい……我慢できなくなる……）

　彼がコンドームを装着している短い時間ですら、待ち遠しくて切なくなってしまうほどだ。

「ゆっくり埋めるぞ」

　悠司の膨れ上がった凶暴な肉棒が、ヒクつく膣に押しあてられる。

　じゅうぶんに濡れていたそこは、難なく悠司の男性器を受け入れた。

「あぁ……んん……ふぁ……んん……」

　硬い亀頭がグニュグニュと膣壁を押し拓いて進んでいく。

　あまりの愉悦に、背を反らし、四肢を震わせて感じてしまう。

「ひゃ……ぁんっ……」

　彼を受け入れた悦びで膣肉がキュウと締めつけるが、それは拒否をしているわけではない。

　肉棒にいやらしく襞がまとわりつき、愛の蜜で滑りをよくし、奥へ奥へと導くために収斂と拡張を繰り返す。

　悠司の腰が色っぽく前後する。昂ぶった熱棒の先端が、淫らに濡れた隘路を押し拓いては、勢いよく引いた。

　そのたびグチュヌチュと濡れた音が、部屋中に響く。

　腰を右や左に押し回したり、亀頭の括れがもう少しで抜けそうなところまで引かれたりと、桜子を焦らすような動きをされてしまう。

　そのたび両手を伸ばして彼の背中をかき抱き、両脚を腰に絡めてしまった。

　悠司が嬉しそうな顔をすると、ますます腰の動きが早くなる。

　硬い亀頭が淫唇を目一杯引き伸ばして、ゴリゴリと膣壁を押すから、膣の奥が切なくて疼いておかしくなってしまいそうだ。

「……ぁ……あぁ……はぁ……っ……」

「もっと突いてほしいか？」

　悠司の荒い吐息とともに、甘くそう囁かれ、桜子はコクコクと頷く。

「口に出していってくれ。おれがほしい？」

「ほ、ほし……悠司さん……、好き、大好き……」

　熱に浮かされたように愛を告げる桜子が、心底愛おしいとばかりに腰の律動を速める。

「あっ……ぁあっ……悠司さん。愛しているの……」

「おれもだ。愛しい桜子」

　桜子の嬌声と、悠司の荒い息。そして結合部のグチュグチュとした音と肌の打ち合う音が響く。

　ときおり悠司が激しく腰を使ったら、桜子の声とベッドの軋みが響き渡った。

「ぁあんっ……もっと、もっときてっ……わたしをメチャクチャにしてっ……ずっと抱いてっ……」

「ああ……望みどおり一晩中桜子を抱いていたい。だが……」

　劣情に制されながらも、妊娠初期の桜子を慮る余裕はある。激情の赴くまま乱暴に扱っては、身体の負担が大きいだろう。

　なるべく無理をさせないようにと、性急になりそうなときは小さく腰を揺するだけにした。

　物足りなくなった桜子が、涙目で悠司にこう訴える。

「ねえ、激しくして。もっとふたりで気持ちよくなりましょう」

　そんな可愛いお願いごとをされては、悠司の理性などすぐに飛んでいってしまう。

「わかった……辛くなったらいってくれ」

　彼の腰が激しく動き、肉茎が抽送をよりいっそう速める。

　最高潮に彼の腰が激しく動き、たっぷりと蜜で溢れた肉筒が強靱な男性器で擦られ続けた。

「あぁっ……好きっ……悠司さんっ……」

「おれもだ。愛しい桜子」

　悠司の肉棒がズシンと膣の奥深くまで押し込まれた瞬間、腰がブルリと震えた。

　同時に桜子は脳髄まで快感が行き渡ったかのように、全身をブルブルと振るわせる。

「あ……あっ……ぁあっ────」

　ビュクビュクと敏感な鈴口から熱い白濁の液が、勢いよく放たれる。

　その感触が胎内に伝わってくるわけがないのに、熱い飛沫が全身に行き渡るような気がした。

「あ……ぁ…ん……」

　全身からどっと汗が噴き出し、抱き合っている肌がしっとりと濡れる。

「悠司……さん……」

「桜子……」

　絶頂を迎えたばかりの身体が、彼の愛に悦んでいる。

　すでに生命を宿したはずなのに、それでも強い男の精で昂ぶっている。

「あ……ふぁ……ぁん……」

　熱情が収まりきるまで、しばらく繋がったまま抱き合った。







エピローグ あなたの愛を永遠に信じます








　悠司の逞しい腕の中。桜子はまどろみ、至上の幸せを実感していた。

　姜次郎との約束である百億の利益と、五十億の桜子名義の資産を達成しているから、今後は仕事中毒のような働きかたをする必要はないと悠司が告げた。

　とはいっても、会社は軌道に乗っている。そこそこに忙しいが、桜子との時間はゆっくり取ると彼は約束してくれた。

「一緒に産婦人科に行ってほしいの。ひとりでは不安なときがあるのよ」

　桜子の柔らかな髪を撫でながら、悠司が答える。

「ああ。その日は休みを取ろう。病院の帰りに美味しいレストランに行ってもいいな」

「デートね。嬉しい。でもつわりになったらごめんなさいね」

「そうか。そのときは家でゆっくりしような」

　悠司とのなにげない会話で、桜子は嬉しくなる。

（望んでいた幸せが手に入ったのね。離婚のことばかりを考えていたのが、遠い昔のよう……）

　桜子は手の甲を顔に近づけ、薬指のリングに、そっと唇をつけた。

　なんども外そうと思い、なんども思いとどまった結婚指輪だ。ほんとうに外さなくてよかったと思う。

　今となってはわかることだが、姜次郎や両親に離婚を相談しても、そのたびに彼の仕事内容を理解しろと諭されるはずだ。

　なにも知らない桜子だけが、モヤモヤとした日々を送ったことになる。

（わたしのことを考えてくれたのでしょうけど、やっぱりひどいわよね）

　そんなことを考えていたら、悠司が桜子の顔をのぞき込んできた。

「桜子。君に教えてほしいことがあるんだ」

「なあに？」

　まだなにか、ふたりの間で解決していないことがらがあっただろうか。

「今さらだけど、おれのどこに一目惚れしたのか教えてほしい。京極総帥に頼み込んで見合いをセッティングしてもらったけど、どうせ桜子のお眼鏡には適わないだろうと釘を刺されていたからね」

　そう聞かれて、桜子はどうだったかと首を傾げる。

「いってなかったかしら……？」

　考えてみたら、桜子は悠司に対し一目惚れだという話はしたが、その経緯は話していなかったかもしれない。

　桜子は瞼を伏せ、お見合い当日のことを思い返す。

　曇天の空、タクシーに轢かれそうになった男の子を、雨の中自分の身を挺して助けたこと。

「わたし……お見合いのとき、遅刻ししたあげく、泥だらけだったじゃない？　非難されても文句のいえない状態だったわ。でも、あなたは……」

　嘲笑するでなく、ばかにするでなく、ハンカチを差し出してくれた。そのうえ────

「あなたはわたしのことを、どんな姿でもきれいといってくれた。そのひとことが心に響いたの」

（わたしは幼少の頃から、いつでもきれいな服を着ていなさいといわれ続けてきた。単なるお飾り人形扱いだったのよ……）

「悠司さんは、汚れているわたしでもきれいだっていってくれた。それが嬉しかったの」

「それで一目惚れ？」

「そう、そうなのよ。ふふ……わかってくれた？」

　桜子が笑うと、彼も一緒に笑ってくれる。

「ああ。君はどんな姿でも、おれの目には輝いて見えた。だからそういったんだよ」

「もう、悠司さんたら。大袈裟よ」

　クスクス笑いながら、悠司の男らしい顔をそっと撫でる。

　彼も桜子の頬に手をあててきたので、そのまま軽いキスを交わす。

（見合い当日も、目一杯おしゃれしろとうるさかったものね。お祖父さまは）

　……と考えて、桜子はなにかに気がつく。

（お祖父さまは、頼まれたからといって見合いをセッティングするような気質じゃない。目一杯おしゃれしろということは、悠司さんに気に入られてほしかったに違いないわ）

　悠司は姜次郎のお気に入りだ。彼だからこそ桜子を預け、更には課題もクリアすると睨んでいたのだろう。

　姜次郎の手のひらで踊らされた感は拭えないが、不問にするとしよう。

　悠司と運命的な出会いができたのだから────

　そんなことを考えていたら眠気が襲ってきた。ゆっくりと瞼を閉じる。

「おやすみなさい……悠司さん」

「おやすみ。桜子。いい夢を」

　すうすうと気持ちよさそうな寝息を立てて、桜子は寝てしまった。
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　可愛い寝顔を確認し、悠司がちゅっと音を立てて桜子の額にキスをする。

　桜子を起こさないよう、小さな声で悠司は独白する。

「桜子。おれさ、かっこ悪いと思われたくないから黙っていたけど、実は君の遅刻の理由を知っているんだ」

　お見合いの待ち合わせ時刻、二時間前。悠司は京極邸の近くにいた。

　ほんとうに見合いの席にきてくれるのだろうか。もしかしたら得体の知れない男との見合いはいやだと、桜子にドタキャンされるのではないかと悠司はヒヤヒヤしていた。

「だから見合い当日、君が家を出るかどうか心配で、近くで張っていたんだ」

　すると桜子は、子どもを助けるために泥をかぶり、手にケガをした。

　彼女は遅刻の理由をいわなかった。転んだだけだといい張り、頑なにいいわけしなかった。

　姜次郎の誕生日パーティで悠司の心を惹きつけただけでなく、目の前で危険も顧みず人助けもする女神。

　悠司にとって桜子は、宝石のような女性だ。

　彼女を手に入れたら、これからの人生が光り輝くだろう。そう確信した。

　悠司は、なにがなんでも桜子を手に入れたかった。渇望するほど彼女を望んだ。

　悠司の腕の中で、気持ちよく寝ている桜子に、誓いを立てる。

「君を一生大切にする。おれの命を賭けてもいい。幸せな家庭を築いていこう」
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　七ヶ月後、桜子は男の赤ちゃんを出産した。

　難産ではあったが、産後の肥立ちはよく、すぐに子育てにとりかかることができた。

　悠司は産休を取得し、桜子とともに子育てに奮闘する。

　子煩悩で、育児をはりきるイクメンとしてメディアから取材のオファーを受けることもあったが、すべて断った。

　三人で暮らす日々が幸せすぎて、誰にも邪魔されたくなかったからである。





ｅｎｄ









あとがき








　皆様、こんにちは。仙せん崎ざきひとみです。

　この度は数ある書籍の中から拙作をお選びいただき、誠にありがとうございます。




　このお話は、お嬢さまヒロインが一目惚れした男と結婚したけれど、新婚早々から放置され、離婚を決意する。

　……が、なぜかそのあと、でろでろあまあまに甘やかされてハッピーハネムーン！　というお話です。




　濃蜜ラブルージュさまとは初めてお仕事となります。

　小説では久しぶりの現代物なので、ヒロインの服装や持ち物、乗り物あれこれを調べました。実に楽しかったです。




　この作品に素晴らしいイラストを描いてくださった岡おか舘だていまり先生に感謝いたします。

　今回のヒーローは、成り上がりヒーロー。お嬢さまヒロインに惚れて、彼女のために身を粉にして働きます。

　ワイルドだけど知的という脳内イメージで書いておりました。表紙を見たとき、わたくしのイメージ通りのヒーローでとても大感激でした。




　この小説が世に出るにあたって、お力添えをいただいた関係者皆様方に、深くお礼を申し上げます。

　今後も精進してまいりますので、よろしくご指導くださいませ。




　そして最後に──

　親愛なる担当様。心から感謝いたします。

　濃蜜ラブルージュさまで書くことができるチャンスをいただき、誠にありがとうございました。




　そして、この小説をお買い上げいただいた皆様に。

　わたくしの小説を読んでくださった皆様に。

　大きな感謝をお届けしたいと思っております。




　この度は、お買い上げ誠にありがとうございました。

　皆様のご健康とご多幸を、心よりお祈りしております。

　またどこかで皆様と、お会いできますように……。






二〇二三年五月　　　　仙崎ひとみ
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この本は縦書きでレイアウトされています。
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